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ください。お読みになったあとは、いつでも見られるところ 
に必ず保管してください。 
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么警告まをのために 


ソこ一製品は安全に充分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はずべて、まちびった使いかたをずると、火災 
や感電などにより人身事故になることがあり危険です。事 
故を防ぐために次のことを必ずお守0<ださい。 



安をのためのま意事項を守る 


6〜9ページのミ主意事項をよくお読みください。製品全般の 
ミ主意事項び記載されています。 


定期的に点検ずる 


1年に一度は、 AC コードのプラグ部とコンセントの間に 
ほこ D びたまっていないか、故障したまま使用していない 
か、などを点検してください。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなったり、 AC パワーアダプターや AC 
コードなどび破損しているのに気づいたら、ずぐにお買い 
上げ店、ソニーサービス窓□に修理をご依頼ください。 


万一、異常び起さた5 




〇電源を切る。 

© AC コードをコンセント 
か6抜く/パソコンか5 
USB ケーブルを抜く。 

©お買い上げ店または 
ソニー サービス 窓口に修 
理を依頼ずる。 


警告表示の意味 

取掘説明書および製品で 
は、なのよラな表示をして 
います。表示の内容をよく 
理解してから本文をお読み 
<ださい。 

I A 危険 I 

この表おの注意事項を守ら 
ないと、火災•感電•破裂な 
どにより死 t : や大けびなど 
の人身事故び生じます。 


齡警告 1 

この表示の注意事項を守ら 
ないと、火災•感電などに 
より死 t や大けびなど人身 
事故の原因となります。 


この表示の注意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によりけびをしたり周辺 
の家財に損害を与えたりす 
ることびあ0ます。 


ま意を促ず記号 


合 

乂災 

A 

感電 

行為を禁止ずる記号 

0 


禁止 

分が禁止 



接軸禁止 

めれ手禁止 


行為を指示ずる記号 


〇 

指示 
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電液障害自ま規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規 
制協議会 (VCCI ) の基華に基づくクラス巨情 
報巧術装置です。この装置は、家庭環境で使用 
することを目的としていますび、この装置び 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使用 
されると、受信障害を引さ起こすことびあり 
まず。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてく 
ださし、。 

あなたび録音したものは、個人として楽しむな 
どのほかは、著作権法上、権利をに無断で使用 
できません。なお、この商品の価格には、著作権 
法の定めにより、私的録音補償金び含まれてお 
ります。（お問い合わせ先（社）私的録音補償 
金管理協舍 Tel. 日 3- 日 353- 日 336) 

ためし録〇 

録り直しのきかない録音の場合は、必ず事前にた 
ゆし録りをして、正常に記録されていることを確 
認して < ださい。 

録音内容の補償はできません 

万一、本製品、記録メディア、パソコンなどの不具 
台により録音びされなかった場合、音楽データな 
どの記録内容の補償については、ご容赦くださ 
い。 

商標について 

• "ウ オーク マン ’ 、 "WALKMAN ”、 
"WALKMAN— n3 はソ ニー 株式尝社の登録商 
標です。 

• SonicStage はソニー株式を社の登録商標で 
す。 

• MD Simple Burner 、 OpenMG 、 Hi-MD、Net 
MD 、 ATRAC 、 ATRAC3 、 ATRAC3plus およ 

びそれぞれの n ゴは ソニー 株式含社の商標で 
ず。 

• Microsoft および Windows、Windows NT 、 
Windows Media は米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国におけ 
る登録商標、または商標です。 


• 旧 M および PC/AT は米国 International 
Business Machines Corporation の登録商 

標です。 

• Macintosh は Apple Computer, Inc . の商標 
です。 

• Pentium は Intel Corporation の商標または 
登録商標でず。 

• 本機は Fraunhofer IIS および Thomson の 
MPEG Layer-3 才ーディオコーディングほ術 
と特許に基づ < 許諾製品です。 

• その他、本書に記載されているシステム名、製 
品名は、一般的に各開発メーカーの登録商標あ 
るいは商標です。なお、本文中には™、 ® マー 
クは巧記してレません。 

• CD and music-related data from 

Grac 飢 ote, Inc., copyright © 2000-2004 
Grac 飢 ote. Gracenote CDD 目 © Client 
Software, copyright 20 日日 -2004 
Gracenote. This product and service 
may practice one or more of the 
following U.S. Patents: #5,987,525; 

#6, 061,68 日； #6,154,77 3, #6,161,132 ， 
#6,230,192, #6,230,20 7, #6,24 日 , 4 己 9 ， 
#6,33 日，日 93, and other patents issued or 
pending. Services supplied and/or 
device manufactured under license for 
following Open Globe, Inc. United States 
Patent 6,304,523. 

Gracenote is a registered trademarks of 
Gracenote. The Gracenote logo and 
logotype, and the "Powered by 
Gracenote" logo are trademarks of 
Gracenote. 
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付属の SonicS ね ge/MD Simple 
Burner ソフトウエアにごいて 

• 付属のソフトウ X アは、この取扱説日月書の画面 
と一部違ラところびある場合びあります。 

• この取扱説日月書は、お客様び Windows の基本 
操作に習熟して いることを 前提にしていまず。 
パソコンの操作については、お使いのパソコン 
の取扱説明書をご覧<ださい。 


•権利をの許諾を得ることなく、このソフト 
ウェアおよび取扱説明書の内容の全部または 
一部を複製すること、およびソフトウェアを 
賃貸することは、著作権法上禁止されており 
ます。 

• このソフトウェアを使用したことによって生 
じた金銭上の損害、逸失利益、および第云ち 
からのいかなる請ま等につきましても、当社 
は一切その責任を負いかねます。 

• 万一、製造上の原因による不良びありました 
らお取り換えいたします。それ政外の責はご 
容赦ください。 

• このソフトウェアは指定された機器政外には 
使用でをません。 

• このソフトウてアの仕様は、改良のため予告 
な<変更することびありまずび、ご了承くだ 
さぃ。 

• このソフトウェア上で表示でをる言語は、パ 
ソコンにインストールされている 0 S によっ 
て異なります。 

一言語によっては、このソフトウェア上で正 
しく表示できない場合びあります。 

—ユーヴー定義の文字や特殊な記号は表示 
ごれない場合びあります。 


program 眞2001, 2日02, 2003, 2004, 2005 
Sony Corporation 

Documentation © 2006 Sony Corporation 
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區暨 1 善 A 黑謀誘誘驚 f 胃' 


運転中は使用しない 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなびらへッドホンやイヤ 
ホンなどを使用したり、細かい操作をしたり、表示画面を見 
ることは絶对におやめください。交通事故の原因となります。 
• また、歩さなび5使用するとをち、事故を防ぐため、周囲の交 
通や路面状況に充分にご注意ください。 



内部に水や異物を入れない 


水や異物び入ると火災や感電の原因になります。 

万一、水や異物び入ったときは、すぐにスイッチを切り、 
AC パワーアダプター、 AC コード、 US 目ケーブルを本機ま 
たはパソコンか5外して、お買い上げ店またはソニーの 
サービス窓□にご相談ください。 



雷び鳴りだした5、電源プラグに軸れない 

感電の原因となります。 



指定切外の AC パワーアダプター、 AC コード、 
USB ケーブル、力ーバッテリーコードなどを使わ 
ない 

破裂‘液漏れや過熱などにより、火災、けびや周囲のミち損の 
原因となります。 


接触禁止 
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區望量善 A SSI 誘蒜驚 P ' 


内部をむやみに開けない 

本体および付属の機器は、む传みに開けたり改造したりすると 
火災や感電の原因となります。 


分解禁止 


めれた手で AC パワーアダプターや AC コード、 
USB ケースレをさわ5ない 

感電の原因となることびあります。 



本体や AC パワーアダプター、 AC コード 、 USB 
ケーブルを布団などでおおったが態で使わない 

熱びこちってケースび変形したり、火災の原因となることがあ 
ります。 



乂のそばや炎天下などで巧電 • 放置しない 

内部の温度び上がり、火災や故障の原因となります。 


0 


禁止 


金属類と一緒に本体を携帯 • 保管しない 

コイン、キーネックレスなどの金属類と一緒に携帯‘保管すると、 


0 


ショートし、発熱することびあります。 


禁止 





A 注意 


下記のを意を守 5 ないと I ブ占 i をしたり周辺の家 U に 
損害を与えることびありまず。 


大音量で長時間続けて聞きすざない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて間くと、聴力 
に悪い影響をちえることびあります。とくにへッドホンで聞く 
とさにごミ主意ください。呼びかけられて返事びでさるぐ5いの 
音量で間さましよラ。 



はじめか5ボリュームを上ばずぎない 

突然大さな音び出て耳をいためることびあります。ボ U ュームは 
徐々に上げましよう。とくに、 MD 、 CD や DAT など、雑音のかない 
デジタル機器をへッドホンで聞くときにはごミ主意ください。 


0 

禁止 


通電中の AC パワーアダプターや AC コード、 USB ケー 
ブル、製品に長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、ほ温やけどの原因になることびあり 
ます。 


0 

禁止 


8 



電池についてのま全上の 
ご注意 

液漏れ•破裂•発熱•発火 • 誤飲による大 
けげや失明を避けるため、政下のミ主意事項 
を必ずお守りください。 


電池の種類については、電池本体上の表示 
をご確認ください。種類によっては該当し 
ないを意事項ちあります。 


巧電式電池 

U チウムイオン ( Li - ion ) 


IA 危険 I 麗 I 池が臟れ 

• 充電式電池の液び漏れたときは、素手で液 
をさわらなし'!。 

• 液び本体内部に残ることびあるたゆ、ソ 
ニーの相談窓 □ (が87ページ）またはソ 
ニーヴービス窓□に相談ずる。 

• 液び目に入ったときは、失明の原因になる 
ことびあるため、目をこす5ず、すぐに水道 
水などのされいな水で充分洗い、ただちに 
医師に相談する。 

• 液び身体や衣服についたときは、やけどや 
けびの原因になるため、すぐにされいな水 
で洗い流し、皮膚に炎症やけびの症状びあ 
るとをには医師に相談する。 


I Afe 険 I 巧電式電池について 

• 機器の表示に合わせて+と一を正し<入れる。 

• 取扱説明書に記載された充電方法凹外で充電し 
ない。 

• バッテ I 」ーキヤ I 」ングケースび付属されている 
場合は、必ずキヤ U ングケースに入れて携帯、 
保管する。 

• 火の中に入れない。 

•ショートさせたり、分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒 
に携帯、保管しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ、炎天下の 
車中など、高温の場所で使用、保管、放置しな 
い。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気の多い 
ところで使わない。 

• 外装のビニールチュープをはびしたり、傷つけ 
ない。 

• 指定された種類の充電式電池政外は使用しな 
い。 

• 長時間使用しないときや、長時間 AC パワーア 
ダフターで使用するとさは取りはずす。 

• 液漏れした電池は使わない。 


お願い 


使用済み充電式電池は貴重な資源でず。端子（金 
属部分）にテープを貼るなどの処理をして、充電 
式電池 U サイクル協力店にご持参<ださい。 
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こんなことがでをまず 

本機では音楽を録音/再生するだけでなく、付属の SonicS ね ge ソフトウエアを使ってバ 
ソコンか b 音楽を転送でをるほか、本機やほかの MD 機器で録音した音楽をノ（ソコンに転 
送し、管巧することびでさます。 





本機で録音した音楽、 
ほかの MD 機おで録 
音した音楽を、パソコ 
ンに起送 



©©の 

パソコンか6音楽を弦送 

( リニア PCM / ATRAC / MP 3) 


き楽 CD 、 インターネット、音楽ファ 
イルなど 

(テキストデータ、画像データなど、音 
楽データむ外のデータち保存でさま 
ず。） 




パソコンとつないでほ5 (嚴19ページ) 
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準備ずる 


付属品を巧かめる 


• AC パワー ‘AC つード* 

アダプター 
(10 日〜240 VS) 



* 付属の AC コードは、本機専用です。他の電気 
機器では使用でをません。 

• USB ケーブル 



•リモコン（漢字-•ヘッドホン 
カナ表示対応） 



• 充電式リチウム •充電池ケース 
イオン電池 
LIP-4WM 



•キャリング ポーチ 
•フェライトコア 

• CD-ROM** 

(Windows： SonicStage/MD Simple 
Burner, Macintosh: Hi-MD Music 
Transfer for Mac) 

** 音楽 CD プレーヤーで再生しないで < ださい。 
Hi-MD Music Transfer for Mac の使い方に 
ついては、別紙をご覽ください。 

•取扱説明書•保証書（本書） 

• 取扱説明書 （Hi-MD Music Transfer 
for Mac 用） 

• ソこ一ご相談窓□のご案内 
• カスタマー登録のお願い 


本機をお使いになるときは、キャビネットの変形 
や故障を防ぐために、次のことを必ずお守り < だ 
さい。 

• 本機をズボンなどの後ろのポケットに入れて座^ 

らない。 I 



• 本体にリモコン/へッドホンを巻き付けたま 
ま、かばんの中に入れ、外から大をな力を加え 
なし、。 



付属のフェライトコアの使いかた 

本機には付属のリモコン巧、別売りステレ 
オマイク巧、別売りアナ□グコード巧の3 
つのフェライトコアを付属しています。情 
報処理装置等電波障害自主規制協議を 
(VCCI) の基準に基づさ、周囲の機器への 
障害を防ぐためのをのです。 

本機をパソコンに接続して使うとさは、次 
の手順でフェライトコアを付けてくださ 
し、。パソコンに接続しないで使ラときには、 
付けなくても問題はありません。 

1 フェライトコアを開<。 



付属リモコン、 別売りアナ□グ 

別売りマイク用： コード用： 

ESD - SR -110 2017 -0930 


次のぺージにつづ<—、11 



2 次のよラにフェライトコアにコードを 
巻をつける。 

•付属の U モコンの場を： 

フェライトコアにコードを1回卷き 
つける、距離は約 4cm 
•別売りステレオマイクの場合： 
フェライトコアにコードを2回卷き 
付ける、距離は約 1cm 
•別売りアナ□グ接続コードの場合： 
フェライトコアにコードを1回卷き 
付ける、距離は約 1cm 



本機に接続ずる端子の根 
元か5の距離（上言己） 



3 カチッと音びするまで押して、フェラ 
イトコアを閉じる。 



巧かで使5とまは 

付属の AC ノ くワーアダプターは10日〜 
240 Vの電源電圧に対応しています。コン 
セントの形にあったプラグアダプターを 
ご用意いただければ、海外でもお使いいた 
だけます。 


リモコンのクリツプの向をを愛える 
には 

1 U 亡コン裏面のク U ップをはずす。 



2 左ち反巧に取り付け直す。 



別売りアクセサリー 

•光デジタルケープル 

光角型プラグト■••光=ニプラグ POC -15 AB 
光ミニプラグト•■光 S ニプラグ POC -15 B 
•接続コード（アナログ） 

ステレオミニプラグ-■►ピンプラグ （ X 2) 
RK - G 129 

ステレオミニプラグ-■►ステレオ=ニプラグ 

RK - G 136 

• ステレオマイク n ホン ECM - MS 907、 
ECIV 1-719 

• 漢字表示対応3行ジョグダイヤルリモコン 
RM - MC 40 ELK 

• ステレオへッドすン* MDR - EX 日 1 SP 、 
MDR - EX 71 SL MDR - E 931 SP 、 
MDR -710 SLMDR - Z 900 HD 
• アクティプスピーカー SRS - Z 日 10/ Z 3 日など 
• ミニディスク（生ディスク） ES シ|」ーズ 

• Hi - MD 規格専用 1 G 巨ディスク HMD 1 GA 

• U チウムイオン充電池 LIP -4 WM 

• 4-[\/10ウォークマン専用><モリーカードリー 
ダー MCMD - R 1 

* へッドホンは、ステレオミニプラグのものをお 
ホめください。マイク n プラグのものは使えま 
せん。 

下記の機種は、本機では使えません。 

• □- 夕|」ーコマンダー RM - WMC 1 

• MD ラベルプ U ンター MZP -1 

• に><モリー- U ピートラーニング ’ MD コント 

□- ラー RPT - M 1 
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y モコン 


る部のなまえ 


本巧 




圧] OPEN ボタン（が32、39ぺージ） 

回 LINE IN (OPT) ジャック（が38ぺージ） 
回 M に (PLUG IN POWER) •ジャック 
(宙 "32 ページ） 

田0(へッドホン）/ LINE OUT ジャック 
(®-39. 5日ぺージ） 

回本体： 

V0L + V- ボタン（が39、60ぺージ） 

リモコン： 

ボ IJ ューム 

V0L + /- つまみ（欺39、46ぺージ） 


固本を： _ 

• D に PLAY/>MENU ボタン（皆33、 
36、41、49ぺージ） 

U モコン： 

D に PLAY ボタン（窗36、42、49ぺージ) 
团動作ランプ（煩*34、35、41ぺージ） 

图表示窓（磨35、41ページ） 

回 HOLD スイッチ（が14、16ぺージ） 

画本体： キ。セル 

■(停止）. CANCEL ボタン（霞23、 

34、40、49ページ） 

リモコン： 

■ (停止）ボタン（煩*40、49ぺージ） 


準備ずる 


次のぺージにつづく一、13 





































53 II (-時停止）ボタン（承34、40、48 
ぺージ） 

レコーディング 

回 REC スイッチ〔が28、34ぺージ） 

トラックマーク 

回 T MARK ボタン（が34、47ぺージ） 


圆本体： 

ジョグレバー（►(再生）/ ENT*、FF 
(頭出し、早送り ）、 FR ( 頭出し、早戻 
し））（原39、47、49ぺージ） 



動かす 

( FF / FR ) 



巧ず 


(►/ ENT ) 


リモコン 

ジ3グレバー (►■! (再生、一時停止)/ 
ENT 、 (頭出し、早戻し）、 ►►!( 頭 
出し、早送り））（摩39、49ページ） 

画 US 臣接続用ジャック（が1己、22、37 
ぺージ） 

画充電池入れ（窗14ページ） 

回己（グループ） +/- ボタン 
(が40、57ぺージ） 

画ク U ップ（磨12ぺージ） 

画 P MODE / 写 （ リピート）ボタン 
(廣43、56ページ） 

國 SOUND ボタン（廣45、 己7ベージ) 

* 凸点（突起）び付いています。操作の目印とし 
てお使い < ださい。 


巧電ずる 

初めて使ラとさや電池び消耗したとさは、 
充電式電池（充電池）を充電してください。 
充電中わ操作でをます。 


1巧電池入れのふたを、矢印の方向へ巧 
しなび 5 ず 6 して開ける。 



2巧電池を入れる。 

0© 端子側を與に、電池の表面を上に 
して入れます。 



電池の表面を上にずる 


3ふたを閱める。 



誤操作を防ぐには （ HOLD 機能） 

回の HOLD スイッチを矢印の万向にずら 
すと、操作びでをなくなります。かばんの 
中などに入れて持ち歩くとを、ボタンび押 
されて誤作動するのを防ぎます。 

本体と U モコンを別々に、 HOLD 状態に 
でをます。例えば、本体を HOLD 状態にし 
てち、 U モコンを HOLD 状態にしなけれ 
ば、 U モコンで操作できます。 
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4 AC コー ドと USB ケーブルを AC パ 
ワーアダプターにつなぐ。 



5 USB ケースレを本体の USB 接続用 

ジ ヤツ クにつなぎ、 AC コードをコン 
セントにつなぐ。 


コンセントへ t 



6 巧電び始まったことを確認ずる。 

充電び始まると表示窓に@1と、充電 
び終了するまでの時間 （「Charging 
--min left 」） び表示されます。 
「Charging OOmin left 」 表示び消え 
たら、充電は終了です。 

使いをった状態か6充電を始めると、 
約1時間でに harging OOmin left 」 
表示び消え、充電び一度終了します。 
表示び消えた時点で、約80%充電とな 
ります。その媛さらに2時間ほどする 
と、100%充電となります。 

また、充電してもすぐに表示び消える 
場含は、充分に充電されています。 


パソコンにつないで巧電ずる 
( US 巳バスパワー巧電） 

パソコンに接続して本体の充電池を充電す 
ることができます。本機とパソコンをつな 
ぐと、パソコンの USB ポートから電源び供準 
給され、本体の充電池の充電が始まります。 備 
使い切ったが態から充電を始めると、約1時9 
間で約80%充電となります。さ5に2時間 & 
ほどすると、10日％充電となります。 

パソコンとの接続について詳しくは「パソ 
コンに接続する」（想22ぺージ）をご覧くだ 
さぃ。 

• 本機とパソコンを接続しているときに、パソコ 
ンびシステムサスペンド、スリープ（スタンバ 
イ状態)、システムハイバネーション（休止状 
態）のモードへ移行すると、本体への電源び供 
給されな < なります。 

• 充電するときは充電池を入れてから USB ケー 
ブルをつないでくださし、。 US 巨ケープルをつ 
ないでか5充電池を入れると、充電でをないこ 
とびあります。 

• 充電にかかる時間は、本体の使用状況および周 
囲の温度によって異なります。+5で〜+3己 
じ内の温度の場所で充電してください。 

• 巧電池は充電を繰0返すごとに容量びかしずつ 
減っていきます。そのため充電び終了するまで 
の時間はお使いいただいているラちに短く表示 
されるよラになります。 

• 充電池の交換は、/必ず本機を停止してから巧っ 
て < ださい。 

• 録音などで長時間お使いになるときは、家庭用 
電源（コンセント）でお使いになることをおず 
すめします。 

• AC パワーアダフターを使って充電中に本体の 
操作はできますび、充電にかかる時間は長<な 
ります。また、 USB バスパワー充電中にパソコ 
ンからの操作はできますび、充電にかかる時間 
は長くなりまず。 

• US 巨ケースレを本体につなぐときは、本体の 
ジョグレバーやボタンなどに触れないよラにし 
てください。ジョグレバーやボタンなどを押し 
なびら US 巳ケースレをつなぐと、充電できな 

いことびお0ます。 15 



巧電池の残量を確認ずるには 

表示窓に似下のよラに表示されます。目盛 
りび少なくなるほど、残量び減っています。 

—► (m\ —► CD —► 〇 1 — 

おこ' TLOW BATTERY 」 


ごを意 


• 残量表示は目安です。 


• 動作状況により、残量表示は増減します。 


本機を使用ずる前に 

本体と U モコンの HOLD (誤操作防止）ス 
イッチを確認してください（废14ページ)。 
HOLD スイッチを矢印と反対のち向にず 
らすと、 HOLD 状態を解除できます。 


HOLD スイッチ 
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巧電池の使用可能時間 1 > 

使用ずる状況によって、時間は異な0ます。 


Hi-MD モードで連続的に録音/再生した場合 


使用げ態 

ディスクの種類 

リニア PCM 

Hi-SP 


Hi-LP 

MP 32) 

録音 

Hi - MD 規格専用 

1 G 巨ディスク 

約目時間 

約9時間 


約10時間30分 

_ 3 ) 


目日/74/80分 

ディスク 

約5時間 

約9時間 


約1日時間30分 

_ 3 ) 

再生 

Hi - MD 規格専用 

1 G 目ディスク 

約1日時間 

約15時間30分 

約19時間 

約16時間30分 


目日/74/80分 

ディスク 

約 8 時間 

約14時間30分 

約18時間30分 

約16時間 

MD モードで連続的に録音/再生した場合 

使巧げ態 

ディスクの種類 

SP 


LP 2 

LP 4 

録音 

60/74/8日分ディスク 

約8時間30分 

約1日時間30分 約12時間 

再生 

60/74/8日分ディスク 

約15時間30分 

約17時間30分 約19時間 


電子情報技術産業協舍 （ J 曰 TA ) の測定ち法に基づいています。 

"充電式 U チウムイオン電池1日0%充電時に連続で録音/再生した場合で、メニューの 「EL Light 」 の設 
定（が日7ページ）び 「Auto OffJ に設定されているとさの測定値です。 

3 128 kbps で転送した巧の場合 

み本機では MP 3 で録音することはできません。 SonicStage ソフトウエアを使って転送してください 
(が2日ぺージ)。 


巧電池は充電を繰0返すごとに容量びかしずつ減っていさます。そのため使用可能な時間はかしずつ短< 
なっていきます。お買い上げ時にくらべて使用可能な時間び半分程になりましたら、新しい充電池（別売 
り）と交換してください。 


を意 


準備ずる 
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おないになれるディスクについて 

本機では、次のディスクをお使いいただけます。 



Hi - MD 規格専巧 
1 G 目ディスク 



従来の60/74/80分 
ディスク 


本機の動作モードについて 


本機は 「 Hi - MD モード」と 「 MD モード」の2つの動作モードを持っています。動作モード 
は挿入されたディスクによって自動的に切り誓わ0ます。 



Hi-MD 規格専用1 GB ディスク 


そのままお使いください 


従来の60/74/80分ディスク 


Hi-MD モー 
ドで録音し 
たディスク 


まだ録音 
していなし1 
ディスク 
(ブランク 
ディスク） 


MD モード 
で録音した 
ディスク 


そのままお使いぐださい 




付属のソフトウェアの動作 
モー ド設定、または本機のメ 
ニューの 「Disc ModeJ (が 
58ページ）設定で選巧 




そのままお使いください 


Hi-MD モード 

Hi-MD の機能をお楽しみ 
いただけまず。 

Hi-MD お式で録音した 
ディスクは、 Hi-MD に巧 
応していない MD プレー 
ヤ ー、MD ウオークマンな 
どでは使用でをません。 


MD モード 

MD お式で録音したディ 
スクは Hi-MD に対応して 
いない MD プレーヤー、 
MD ウオークマンなどで 
ち使用でをまずが、 

Hi-MD 機能は使用できま 
せん。 
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パソコンとつないで使う 


パソコンとごないで 
でまること 

付属のソフトウエアをほ5 

•本機とバソコンの間で音楽データを車5 
巧ずる 

付属の SonicStage ソフトウエアを 
使って、本機とパソコンの間で音楽デー 
夕をやり取りすることびできます。パソ 
コンから音楽データを転送したり、本機 
やほかの MD 機器で録音した音楽をパ 
ソコンに転送したりすることびできま 
す。詳しい説明については SonicStage 
のヘルプをご覧ください。 

• CD か5直接 MD へ®を録音ずる 

付属の MD Simple Burner ソフトウエ 
アを使って、パソコンの CD ドライブに 
入っている CD を、直接本機のディスク 
へ録音することびできます。 

本機巧のディスクを記録用巧体とし 
て使5 

Hi-MD モードでお使いの場合は、パソコ 
ンの外部機器として Windows のエクスプ 
□ーラ上で確認することびでさます。テキ 
ストデータや画像データなどをディスク 
に保存することびでをます。 

巧電ずる （ USB バスパワー巧電） 

本機とパソコンをつなぐと、パソコンの 
US 目ポートから電源げ供給され、本磯の 
充電式電池を充電でをます。 


ク 

ソフトウエア上で曲を再生すると： 

• Hi - MD モードでお使いのディスクび本機に 
入っている場合は、パソコンのスピーカーから 
再生音び聞こえます。 

• MD モードでお使いのディスクび本機に入っ 
ている場合は、本体につなびっているヘッドホ 
ンなどから再生音び聞こえまず。 


ごを意 


充電している場所の温度び1氏ずぎる、または高す 
ぎると、表示窓に電池残量表示（@)び点滅し、 
US 巨バスパワー充電びでさません。+日で〜 

+3日むの場所で充電して < ださい。 


パソ n ンとつないで使ラ 


Macintosh をお使いの場合 

別紙の Hi-MD Music Transfer for Mac 
取扱説明書をご覧 < ださい。 
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SonicStage/MD Simple Burner をイン 
ストールずる 


化要な摄境を準備する 


SonicStage/MD Simple 臣 urner をお使いいただくには、次のようなノ V — ドウエア、ソフ 
トウてアび必票です。 


パソコン 

IBM PC / AT 互換機 

• CPU : Pentium III 4日日 MHz 政上 

• ハードディスクの空さ容量： 200 MBiU 上 (1.5 G 巳 m 上推奨） 

(お使いの Windows のバージョンや破う音楽ファイルの量に比例して空き容 
量び必要となります。） 

• R 冉 M :128 M 巨じ(上 

その他 

• CD ドライブ CWDM によるデジタル再生機能に対応しているド 
ライブ） 

( CD 書き込みには CD - R / RW ドライブび必要です。） 

• サウンドボード 

• US 巨ポート 

0 S 

下記、日本語版標準インストールのみ 

Windows XP Media Center Edition 2005 /Windows XP Media Center 
Edition 2004 /Winclows XP Professional/Windows XP Home Edition / 
Windows 2000 Professional (Service Pack 3 政上 ）/ Windows Millennium 
Edition/Windows 98 Second Edition 

ディスプレイ 

八イカラー (16 ビットカラー)料上、800 X 600ドット iU 上 
(1,024 X 768ドットな上推奨） 

その他 

• 音楽 CD のデータベースサービス （ CDD 巨）を利用する場合は、インターネッ 
卜への接続環境 

• インターネット音楽配信サービス ( EMD ) を利用する場合は、インターネット 
への接続環境と Microsoft Internet Explorer 己.日故上びインストールされた 
環境 

• WMA ファイルを再生する場をは 、 Windows Media Player 7.0 m 上びイン 
ス I -ールされた環境 


上記の 0 S 挡外の 0 S 、 自作 PC 、 標準インストールされている 0 S からほかの 0 S へのアツフグレード環 
境、マルチプート環境、マルチモニタ環境、 Macintosh では動作の保記はいたしません。 

•推奨環境のすべてのパソコンについて動作を保証するちのではありません。 

• Windows XP た日日日の NTFS フォーマツトは、標準インストール（お買い上げ時）でのみお使いいただ 
けます。 

• ずべてのパソコンに巧して、システムサスペンド、スリープ（スタンバイ巧態)、システムノ V イバネー 
シヨン（休止状態）などの動作を保記ずるものではありません。 


20 




SonicStage/MD Simple Burner をインストールする 

必ず付属の CD - ROM を使って、パソコンに本機のドライバをインストールしてください。 
すでに SonicStage または Net MD Simple Burner、OpenMG Jukebox びインストー 
ルされている場含は、 上書をインス I -ールされますび、今まで使っていた機能と登録した音 
楽データは引さ継がれます。 

1 パソコンで起動中のほかのプ□グラムをずべて終了する。 

1；( 下の場合はインストールびラまくいかないことびあるため、インス I -ールの前に当 
てはまる項目びないか確認してください。 

• Administrator 権限/〕ンピュータの管理者で□グオンしていない (Windows 
200日 / Windows XP のとき）。 

•ウィルスチェックソフトび起動している（起動中の負担び大さいため）。 

2 パソコンの CD ドライプに付属の CD-ROM を入れる。 

インストーラび起動し、インストールガイドび表示されます。 

3 「地域の還択」の画面が表示された場合は、使用する地域または国を還択し、クリック 
ずる。 

表示されなかった場合は手順4に進む。 

4 rSonicStage/MD Simple Burner インストール」をクリックし、画面の指示に従っ 
て操作ずる。 

ま意事頂をよくお読みください。 

/- rSonicStage/MD Simple Burner インストール J 


お使いの環境によっては20〜30分かか 
ることがあります。インス I -ールが終 
わった5必ずパソコンを再起動してくだ 
さい。 



パソ n ンとつないで使ラ 
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パソコンに接続ずる 

本機とパソコンをつなぐときは、下記の手順で行ってください。 

Windows ME /98 SE をお使いの場合 

• 本機のディスクモードび mi - MDJ に設定されている状態（お買い上げ時の状態）でパソコンに接続し、 
日日/74/80分のブランクディスクを入れると、何わ録音/記録しなくても Hi - MD お式のディスクになる 
ことびあります。 

• USB ケーブルを振いたとさ、パソコンに「デバイス取り外しの警告」といラメッセージび表示されます 
び、問題はありません。 rOKJ をク U ックして表示を消してください。 

パソコンの USB ポートから電源び供給され、本体の電池を消耗させることなく使ラことび 
できます （ US 臣バスパワー接続)。 


パソコン 



ジャツクへ US 巨ポートへ 

1 本体にディスクを入れる。 

2 本体び停止していることを確認し、 HOLD を解除ずる。 

3 本体とパソコンを USB ケーブルでつなぐ。 

4 正しく接続されたことを確認ずる。 

正しく接続されると本体の表示窓び次のよラになります。 



動作モードによって、 mi-MDJ または rMDj と表示されまず。 
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USB ケーブルを巧 < とまは 

必ず下記の手順で行ってください。この手順で行わないと、データび破壊することびありま 

す。 

1 動作ランプび高速で点滅していないことを確認する。 

2本体の ■• CANCEL を押す。 

動作ランプび消えていることを確認してください。 

表示窓に 「EJECT DEC OK 」 び表示されます。場をによっては表示が出るまでに時 

間びかかることびあります。 

3 US 目ケーブルを抜<。 

ディスクを取り出ずとまは 

1上記 rUSB ケーブルを抜くときは」の手順1と2を行う。 

2 ディスクを取り出す。 

を 

本機は Hi-Speed USB * に対応してしほす。 

* USB 2.日 Hi-Speed に対応 

• 本体び動作しているときは、 US 巳ケープルを接続しないでくださし、。誤動作やノイズの原因となりま 
す。 

•場合によっては本機びパソコンに認識されるまでに時間びかかることびありまず。本機びパソコンに認 
識される前に操作を始めると 、 「RECONNECT USB 」 と表示されまず 。 「RECONNECT USB 」 び表 
おされたときは、もう一度 US 巨ケープルを接続し直してください。 

• 動作ランプび点減しているときは、 USB ケーブルを扳かないでください。故障や誤動作、データの破壊 
の原因となります。 

•パソコンに接続して使うときは、停電や US 巨ケープルび旅けてしまうなど、不慮の事故に備えて充分に 
充電した充電池を入れておくことをおすすめします。不慮の場合の不具合や、音楽データの転送の失敗、 
音楽データの破壊などについては保話いたしませんのでごミま意ください。 

• 本体から US 巨ケープルを抜いた後に再び接続するときは、2秒 iU 上経過してから接続してください。 

• 振動のない安定した場所で使ってください。 

• 本機の動作中は、パソコンに認識されません。 

• パソコンと接続中に、パソコンでシステムサスペンド、ス I 」ープ（スタンバイ状態)、システム八イバ 
ネーシヨン（休止巧態）のモードへ移行すると、不具合び生じることびあります。自動的に移行ずる設 
定は避けてください。 

• US 巨 A プを介して、本機とパソコンを接続しないでください。 

• パソコンの US 巨ポートから電源び供給されるため、お使いのパソコンびノー トブックタイプなど電池 
使用の場合は、パソコンの電池をミ肖拜しまず。パソコンを AC パワーアダプターでお使いになることを 
おすすめします。 

•推奨環境のすべてのパソコンについて動作を保証するものではありません。 


パソ n ンとつないで使ラ 
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SonicStage ソフトウエアを巧う 


パソコンに音楽データを取り込む 


音楽 CD の曲を SonicStage のマイライブラリに取り込んで録音します。 

CD 情報（曲名やアーティスト名など）を自動で取得したい場合は、あらかじめインター 
ネットに接続しておきます。インターネットやパソコンに保存されている音楽ファイルを 
取り込む方法につい口ま、 SonicStage のヘルプをご覧ください。 


ごを勇 


SonicStage で使える音楽 CD は、咖1|のマークび入っている CD のみです。コピーコント n - ル CD 
での動作の保証はいたしません。 



1 デスクトップにある。£弓,。 （ SonicS ね ge ) をダスレクリックずる。 

SonicStage び起動します。 


2 録音したい音楽 CD をパソコンの CD ドライプに入れる。 


3 r ▼音楽を取り込む J の▼にポインタを合わせ、メニューか5 「 CD を録音ずる」をク 
リックずる。 


4 をクリックずる。 

選んだ巧の録音げ始まります。 

録音を透中でやめるには 

I ■ I をク U ックします。 

• フォー マット、録音モード、ビットレートを変更したいときは、手順4でを押す前にをク 
U ックして i 安定することびでさます。 

• CD 情報を自動で取得できなかったときは、インターネットに接続している状態で、手順4で^ 
24 押す前に rcD 情報取得」をク U ックして取得することびでさます。 






パソコンか 5 本機に音楽データを廣送する 

SonicStage のマイライプラ U に緑音した巧（音楽データ）を本機に転送します。 

転送する音楽データには、的肩報に入っているアーテイスト名やアルバム名などの情報び 
含まれています。 

「音楽を転送ずる 


マイライブ 
ラリの一覧 


を 


1 本機にディスクを入れ、パソコンに接続ずる（煩 *22 ぺージ)。 


2 「音楽を較送ずる▼」の▼にポインタを合わせ、 mi - MDJ または 「Net MDJ をクリツ 
クする。 


3 マイライブラリの一覧か5乾送ずるアルバムや巧を選ぶ。 

4 peril をクリックずる。 

本体の動作ランプびホく点滅し、選んだ巧の転送び始まります。 

拓送を透中でやめるには 

h ~ a ― をク IJ ックします。 

を 

フォーマットとビットレートを変更したいときは、手順4でを押ず前にをク U ックして設 
定することびでさます。 

•転送中は本体から充電池や us 巨ケープルをはずさないで < ださい。 

• 転送できる回数は、著作権保護のため制限される場合びあります。 




ーパソ n ンとつないで使ラ 
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本機か 5 パソコンに音楽データを拓送する 


パソコンから本機に転送した巧、本機やほかの MD 機器などで録音した巧を SonicStage 
のマイライブラ U に転送します。 

転送したあと、インターネットからアルバム名令な名などの情報を取得することびでをま 
ず。詳しくは SonicStage のヘルプをご覧ください。 





r 音楽を転送ずる 


本機に入つている 
曲の一覧 


1 本機にディスクを入れ、パソコンに接続する（厮22ぺージ)。 


2 「音楽をまち送するの▼にポインタを含わせ、 「 Hi - MDJ または 「Net MDJ をクリツ 
クずる。 


3 画面ち側 （ Hi - MD または Net MD 側）の一覧で、マイライプラリに輯送したいなをク 
リックして選択ずる。 

4 をク U ックずる。 

手順3で選んだ巧の転送び始まります。 


拓送を透中でやめるには 

i • I をク U ックします。 


う. 

MD 機器で録音した曲びディスクに含まれていた場合は、その曲を WAV 形式で保巧するかどうかを確認 
するダイア n グボックスび表示されます。 MD 機器で録音した曲を WAV お式のファイルで保をするとさ 
は、「取り込み時に WAV で保をする」チェックボックスにチェックを付け、必要に応じて「参照」ボタン 
をク U ックして保を先のフオルダを指定してから rOKJ ボタンをク U ックします。 
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• Hi - MD モードでお使いのときは、ディスクび誤消去防止状態になっているとパソコンに転送びでをま 
せん。誤消去防止を解除してください（が71ぺージ)。 

•「Net MDJ モードでパソコンから乾送した巧と EMD サービスで購入した巧は、同じパソコンにしか戻 
すことびでさません。 

•本機で U ニア PCM 録音した曲をパソコンに転送し、マイライブラ U でディバイド（贷47ぺージ）また 
はコンバイン（承48ぺージ）の編集をずるとき、曲の長さやパソコンの性能によっては、編集に非常に 
時間びかかることびあります。これはシステム上の制約によるものです。リニア PCM で録音した長時 
間の曲をディバイドまたはコンバインの編集をしたいときは、パソコンに転送する前に本機側で編集す 
ることをおずすめします。 


SonicStage のヘルプを見る 

SonicStage のヘルプでは、 SonicStage の使いちについて詳しく説明しています。 
SonicStage を起動した状態で、「ヘルスから 「 SonicStage のへルスをク U ックして 
表示させます。 



パソ n ンとつないで使ラ 




MD Simple Burner ソフトウエアを巧う 

MD Simple Burner を使って、パソコンの CD ドライブに入っている音楽 CD の巧を、パ 
ソコンの八ードディスクに取り込まずに本機のディスクに録音します。 

録音の方法はシンプルモード（本機で操作する）とスタンダードモード（パソコンで操作 
する）の2通0あります。 


ごを意 


MD 劲 mple Burner で使える音楽 CD は、邸履置のマークび入っている CD のみです。コピーコント n — 
ル CD での動作の保証はいたしません。 

本機で操作して録音する （シンプル モー ド） 


1本機にディスクを入れ、パソコンに接続する（煩22ぺージ)。 

2録音したい音楽 CD をパソコンの CD ドライプに入れる。 

3本体の REC を f 甲しなび5ず6ず。 

本体の動作ランプびホく点滅し、録音び始まります。 CD 全曲び1つの新しいグルー 
プとして録音されます。録音が完了するまで、 USB ケーブルを抜かないでください。 

録音を透中でやめるには 

パソコン画面の►中がをクリックします。 

本機の■- CANCEL ボタンを押して中断することもできます。 

ク 

録音する前に、パソコン画面のタスクトレイの E MD Simple 巨 umer アイコンをちク U ックすると、 
次の項目び誠できまず。 

• 「録音モード」を選ぶと、録音モードを選べます。 

- 「Net MD の場合」： rLP 2 j または rLP 4 j 
- 「 Hi-MD の場合 」： rPCMJ または 「 Hi - SP 」、「 Hi - LP 」、 r 48 kbpsJ 
• 「録音設定」一「先頭巧のみ録音」を選ぶと、音楽 CD の先頭巧のみを録音できます。 

• rCDDB ( r)J -「複数マッチ時の選択」を選ぶと、 CDDB に複数の CD 情報び登録されている場合の巧 
応を選べます。 

—「ユーヴー選択」：パソコンに確認画面を表示させる 
-「選択しない」： CD 情報を取得しない 
-「最初を自動的に選択」：初めの CD 情報を取得する 


ごを意 


( V 1 D 劲 mple Burner のスタンダードモードまたは OpenMG 対応のソフトウエア （ SonicStage 、 
28 OpenMG Jukebox など）び起動しているときは、シンプルモードでの録音はできません。 






パソコン上の画面で操作して録音する （スタンダードモード) 


1 本機にディスクを入れ、バソコンに接続ずる（@22ぺージ)。 

2 デスクトップにあるみ (MD Simple Burner) をダブルク U ックずる。 

MD Simple Burner び起動します。 

3 録音したい音楽 CD をパソコンの CD ドライブに入れる。 

次の2種類の画面で操作でをます。それぞれの画面上ででさる操作は次のとおりです。 

音楽 CD をまるごと録音ずるとをの画面 

「REC/STOP」 

クリックずると録音が始まり、 CD を体がひとつの新しいグルー 
プとして録音されまず。 

録きを途中で中止するとをは、 rsTOPj をクリックしまず。 



クリックずると磨30ぺージ Net MD の場合： LP2/LP 斗 

の画面になりまず。 Hi-MD の場合： PCM/Hi-SP/ 

Hi 丄 P/48kbps 


パソ n ンとつないで使ラ 
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音楽 CD か6巧きな曲を還んで録音ずるときの画面 


CD 


Fftrtist X： 


I [Album xxxxx 


0 い 7:06] 


b 山 Nan 


let MD 


個圖レ n F 


CD の曲情報 


アルパム名 


厂設定 J 

クリックずると CD ドライプの設定や、 MD 
Simple 巳 urner のバージョン、 CDDB の情報 
の確認びでをます。 


アーテイスト名 


録音する巧の合計時間 

「REC/STOP」 


MD ディスクを 


全ち/半ち 

切り換え 



■ Album xxxxx 

II をろ"棚卜 

1 み < トル 

巧面モード 1 


~ h AJI Eras* J' 


「L 巧 Jfj 


に D 情報取得」 

音楽 CD の情報（アルパム名 
や曲名など）を巧一責に取り 
込むことができまず。 


CD 操作部 

録音したい音楽 CD の 
曲を再生します。 


I クリックするとすベて 
のチェックボックスの 
チェックがはずれまず。 

1_クリックするとすベての 
チェックボックスに 
チェックが入りまず。 

チェックボックス 
チェックが入っている曲を 
録音します。 


MD 残り 
時間 

FAN Erase」 
「Erase」 


MD の曲情報 

曲名を変更したり、曲の順番を 
変えたりずることができまず。 

「新規グルー刀 

録音モード選択リスト 

NetMD の場合： LP2/LP4 

Hi-MD の場合： PCM/Hi-SP/Hi-LP/48kbps 


>—に lose」 

クリックずるとが29ベージの画面に 
な0まず。 


り402214788 

脯神料抑3^のの化の 


m のの W 化雌の腑拟 
kkkkkkkkk 





音楽なかのテータをティスクに保をずる 

(データストレージ） 

Hi - MD 亡ードでお使いのディスクげ入っている状態で本機をパソコンに接続すると、 
Windows で外付けの記憶媒体として認識され、音楽！;(外のデータ（テキストデータや画像 
データなど）をディスクに保存することびでさます。 

各ディスクの容量について詳しくは、「ディスク容量について」（が下記）をご覧ください。 

1 Hi - MD モードでお使いのディスクを本機に入れ、パソコンに接続ずる（煩22ぺ一 
ジ)。 

Windows のエクスプ□ーラ上で外部機器として認識されます。ほかのデバイスと同 
じよラにお使い < ださい。 

• SonicStage ソフトウエアび起動しているときは、外部機器として認識されません。 

•パソコンでディスクをフォーマット（初期化）するときは、必ず SonicStage ソフトウエア上でフォー 
マットしてください。 

• ェクスプ n — ラ上でファイル管理フォルダやファイル （ HMDHIFI フォルダ、 HI - MD . IND ファイル）を 
削除しないで < ださい。 


ディスク容量について 

ディスクの種類によって、容量は異なります。本体/ SonicS ね ge でフオーマット（初期 
化）した場合の容量です。 



Hi-MD 規格専用 
1 GB ディスク 

80 分ディスク 

74 分ディスク 

目 0 分ディスク 

総容量 

964 MB 

291 MB 

270 MB 

219 MB 

ディスク管理容量* 

1.65 MB 

1.65 MB 

1.65 MB 

1.65 MB 

空を容量 

963 MB 

290 MB 

268 MB 

217 MB 


* ディスク内のファイルを管理している領域の容量です。使用条件などによって変化するたゆ、エクスフ 
n —ラ上で表示される空さ容量に巧して、実際に使用でをる空さ容量び減少することびあります。 


パソ n ンとつないで使ラ 
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録音ずる 


録音ずる 


ステレオマイク（別売り）を使って録音する方法を説明しまず。録音する前に充電式電池び 
充分に充電されていることを確認してください。別売りのステレオマイクについては「別 
売りアクセヴ U -」 （皮12ぺージ）をご覧ください。 



ステレオマイクを MIC (PLUG IN POWER) につなぐ。 
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動作モードを確認する。 

本機は 「 Hi - MD モード」と 「 MD モード」の2つの動作モードを持っています。動作 
モードは、挿入されたディスクによって自動的に切り誓わります。本体の表示窓で動 
作モードを確認してください。また、録音モード（メニューの 「REC Mode 」） も確 
認できます。必要に応じて設定を変更してください (鹰50ぺージ）。 

動作モードび Hi - MD モードの場合は 「 Hi - MDj 、 MD モードの場合は fMDj と表示されます。 


録音 モード 

Hi - MD 規格専用 1 GB ディスクを入れた場昔は、自動的に Hi - MD モードになります。 
従来の60/74促0分ディスクを入れた場合は次のよラになります。 


ディスクの種類 

動作モード 

プランクディスク 

メニューの 「Disc Mode 」* の設定にがいます。 「 Hi - MD 」 
または 「 MD 」 を選び、動作モードを選択してください。 

Hi - MD モードで録音されたも 
のび入っているディスク 

Hi - MD モード 

MD モードで録音されたちのび 
入っているディスク 

MD モード 

* メニューの 「Disc Mode 」 についてはが58ぺージをご覧ください。 


D に PLAY / MENU を繰り返し巧して、録音レベルを確認する （ REC プ□パ 
ティ）。 

メニューの 「REC Level 」 （煩 '5 日ぺージ）の設定によって表示び異なります。 

•「REC Auto」 ： 「REC Level 」 の設定は 「Auto ( AGC ) J になっています。本機び 
自動的に録音レベルを調節します。 

•「REC XX」： 「REC Level 」 の設定は 「 Manual 」 になっています。1；(前最後に手 
動で設定した録音レベルの設定値び表示されます。 

同時にマイク歸音時の設定（メこューの 「 M に AGC 」、「 M に Sens 」） も確認するこ 
とびでをます。ぶ、要に応じて設定を変更してください（が日0ページ)。 

マイク感度 （「 M に Sens 」） 表示 
•「 High 」 ：設定が 「Sens HighJ のとき 
•「 Low 」 ：設定が 「Sens Low 」 のとき 


FREC Level 」 の設定が 
FAuto ( AGC)J の場合 




マイク録音時の録音レベル自動調節モード （「MIC AGCJ ) 表示 
• 表示なし：設定が rstandardj のとき 
• 「垂 iJ :設定び 「For Music 」 のとき 


因 [ 


Hi-SP IREC QutolM 


GP01 001 


00： 00 


H MD 


I 側 


録音ずる 


巧のぺージにつづく一、 33 




















動作ランプが消えていることを確認し（〇)、 REC を巧しなが5ず5す(©)〇 

動作ランプびホく点灯し、録音げ始まります。 

すでに録音してあるディスクを入れたときは、前の歸音部分の終わりから歸音され 
ます。 


〇動作ランプ 


©REC 



録音の昼本操作 



こんなとさは 

操作 

止める 

■• CANCEL を押す（動作ランプび消える）。 

一時停止ずる 

■■を押す* (動作ランプび点滅する）。わラー度押すと解除されます。 

ディスクを取り出す 

■• CANCEL を押してから、本体の OPEN ボタン封甲してふたを開ける。 
(rSystemFILE WRITING 」 の表示と動作ランプの点滅び消えるまでふた 
は開さません。） 

トラックマーク（曲ま） 
をつける 

T MARK を押す（動作ランプび一瞬消える）。 


* 一時停止したところでトラックマークび1つ増え、そこか5次の曲として記録されます。 


ごを意 


• 録音は振動のなし巧定した場所で巧ってくださ 
い。 

• 動作ランプび消えていることを確認してから錄 
音を始めて<ださい。動作ランプびはやく点滅 
しているとをに録音を始めると、初めの数秒間 
び緑音されないことびあります。 

• 光デジタル入力、マイク入力、アナ n グ入力の 
順に優先して自動的に選択します。光デジタル 
ケープルび LINE IN ( OPT ) ジャックにつな 
びっていると、マイク入力になりません。 

. 本体の動作音び録音されることびあります。そ 
のときは、マイクを本体から遠ざけて録音して 
ください。ダイレクトタイプのマイクはノイズ 
を拾ラことびあるのでごを意ください。 

• モノラルマイクで録音すると、左チャンネルし 
か録音でさません。 

• 本体び動作しているときは、 US 巨ケープルを 
接続しないでください。誤動作やノイスの原因 
となります。 


• コンセントにつないでマイク録音しているとを 
は、ノイズび入ることびありますので、マイク 
本体やプラグ部分には軸れないでください。 

• 録音中や 「DATA SAVE」、「SystemFILE 
WRITING 」 （リモコンでは 「DATA SAVE 」、 
「SYSTEM WRITE 」） の表示中に、本機に衝撃 
を与えたり、電源を振いたりずると、それまで 
に録音した内容び記録されません。また、ディ 
スクに入っているデータび壊れることわありま 
す。 

• ディスクの空さ容量びかない場含は録音できま 
せん。 

• 録音中や編集中、またその後 ■ • CANCEL を 
押してから [DATA SAVE 丄 「SystemFILE 
WRITING 」 （リモコンでは 「DATA SAVE 」、 
「SYSTEM WRITE 」） の表示び消える前に電池 
をはずしたり、電池び消耗したとさは、次に電 
源を入れるまでふたは開きません。 













ぐ 

• プラグインパワータイプのマイクをお使いの場 
合、電源は本体から供給されますので、7イク 
の電源を OFF にしても使ラことびでをます。 

• 録音する音源によって、マイクの感度や録音レ 
ベルの自動調節モードを変更することびできま 
す（が50ぺージ)。 

• お買い上げ時は、常に新しいグループを作って 
録音するよラに設定されています。グループを 
作らずに録音したい場合は、グループ録音 
(「Group RECJ ) の設定を 「 Off 」 に設定して 
<ださし、 (吸日〇ぺージ)。 

•ディスクの途中に録音したいときは、録音した 
し、位置で一時停止をしてから録音を始めてくだ 
さい。 

• 録音中の音を聞<ことびでをます。音量を変え 
てを録音される音の大をさは変わりません。 

• 時計を合わせておくと、録音曰時び自動的に記 
録されます（が目0ページ)。 

• 録音などで長時間お使いになるときは、家庭用 
電源（コンセント）につないでお使いになるこ 
とをおずすめします。 


録音のとをの表示 


本巧表。窓 



丘]電池残量（廣16ぺージ） 

回動作ランプ 

• 録音中：点な（ホ） 

• 録音一時停止中：点滅（ホ） 

• ディスクの録音可能時間び3分攻下 
になったとさ：ゆっくり点滅（ホ） 

• マイク録音中：音の強弱に合わせて 
点滅（ボイス S ラー）（ホ） 

回情報表示部1 

• 録音レベル メーター (上図） 

• 動作モード表示（例： Hi - MD ) 

• 録音モード表示（例： Hi - SP ) 

• シンク□録音表示 （ SYNC ) 

団情報表示部2 

「本体の表示を切り換えるときは」（承 
36ページ）参照 


録音する 
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本体の表示を切り換えるとをは 


リモコン表示窓 


本体の DISPLAY / MENU を繰り返し押し 
ます。 

押すたびに、次のよラに情報び切り誓わ0 
ます。（録音中は情報表示部1(が35ぺ一 
ジの固）に録音レベル;>< ーターび表示さ 
れます。） 


停止中/録音中 

r - グループ番号と曲番、経過時間 


<Mii;m:iii Hi-SP 

BP 01 001 01:2日 

丄 

グループ番号と曲蚕、録音残り時間とディ 

スクの空き容量" 


因 Hi-SP 

GP 01 001 R 1:01:20 

丄 

再を残り曲数、再生できる残り時間の 

® 四巧 ] Hi-SP 

-012 -29:10 


REC プ□パティ（録音レベルやマイク録音 
時の設定など、現在設定されている録音設定 
値）（が33ベージ） 



ディスクの空を容量は、 Hi - MD 亡ードでお使い 
のディスクの場合で停止中のみ表示されます。 

の停止中のみ表示されまず。 

3 ) L チヤンネルと R チヤンネルそれぞれ、100 Hz 、 
250 Hz ' 630 Hz .1.6 kHz ' 4 kHz ' 10 kHz の 
周波数を表します。 



田ディスク表示 
回曲番、全曲数 
团情報表示部 

「 U モコンの表示を切り換えるときは」 
(煩*下記）参照 
団電池残量 

リモコンの表示を切り換えるとをは 

DISPLAY を繰り返し押します。押すたび 
に次のよラに情報び切り誓わ0ます。 

停止中/録音中 

r - 曲番、経過時間 

1SGC I 01:20 


曲番、録音残り時間とディスクの空き容量 1 > 

SGG I -01 :03:4 日 


全曲数、再生モードとその 情報のみ 

を i を G;,? 通常再生 


現在の曰付と時刻 

-驚 05 yl 2 ml 0 d 

ディスクの空き容量ま、 Hi - MD モードでお使い 
のディスクの場合で停止中のみ表示されます。 

の停止中のみ表示されます。 

み選択している再生モードによって表おされる情 
報び異なります。（例：再生モードび「グループ 
再生」の場合、「グループ再生」と「己]:グルー 
プ名」を表示） 
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> ディスクのグループ設定状態、動作状態、設定 
状況により、表示び異なります。 

> Hi - MD モードでお使いの場合、録音残り時間び 
「R 0日:0日」（リモコンでは「-00:日0」）のとき、 
ディスクの空き容量び巧.日 MB 」 と表示されま 
す。これはシステム上の制約で2.日 MB は予備 
領域の容量です。 


ほかの機器か5録音 
ずる 

CD プレーヤーや BS チューナーなどの磯 
器とつないで録音する方法を説明します。 
別売0の光デジタルケーブルをご用意く 
ださい。 

1 AC コードと USB ケーブルを AC パ 
ワーアダプターにつなぐ。 



2 USB ケースレを本体の USB 接続用 

ジ ャツ クにつなぎ、 AC コードをコン 
セントにつなぐ。 

コンセントへ4 



録音する 


次のページにつづ< 
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3 光デジタルケーブルをつなぐ。 

別売0の光デジタルケーブルについて 
は「別売りアクセサリー」（街12ぺ一 
ジ）をご覧 < ださい。 


CD プレーヤ ー 、 MD プレーヤー、 
DVD ビデオプレーヤーなど 


光デジタル 
出カジャック 


光ニニ 
プラグ 


光デジタル 
ケーブル - 
( P 0 C -15 B 
など） 


ち型 
プラグ 



LINE IN ( OPT ) へ 


アナ□ク録音するとをは 

カセツトテープやラジオ、テレビなどのア 

ナ□グ音声出力のある機器から録音する 

ことがでをます。 

1ラジカセやテレビの LINE OUT 出力端 
テなどと、本機の LINE IN ( OPT ) 端子 
を、別売り接続コード （ RK - G 129な 
ど）で接続する。 

2 REC を押しなびらずらす。 

3録音したい音を出す。 

ク 

• お買い上げ時は、常に新しいグループを作って 
録音するよラに設定されています。グループを 
作らずに録音したい場合は、グループ録音 
aGroup REC 」） の設定を fOffJ に設定して 
ください（が日日ページ)。 

• お使いになるケープルについてはが76ぺージ 
もご覧ください。 



4 OPEN ポタンを巧してふたを開け、 
ディスクを入れる。 


5 動作モードと録音レベルの設定を確認 
ずる。 

「録音する」の手順3、4を参照してく 
ださい（银33ぺージ)。 


6 録音したい CD などを一時停止にし、 
本体の動作ランプび消えていることを 
確認ずる。 


7 REC を押しなが5ず5し、 CD などを 
再生ずる。 

巧蚕は録音元の CD などと同じ場所に 
付をます。 
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再生ずる 


再生ずる 


OPEN ボタンを巧してふたを開け（〇)、矢印 （©) の向きに録音済みのディ 
スクを 奥まで巧し入れ、ふたを閉める。 

あ5かじめ U モコン付をへッドホンを、本体につないでおきます。 


リモコン付を 
へツ ドホン 


0/ LINE 0 UT 

ジャックへ 




〇 OPEN ポタン 


© ディスクのラベル面を上に 


ジョグレバー (►/ ENT ) を巧して（〇)再生を始め 、 VOL + /- を巧して （©) 
音量を調節する。 


表示窓で音量を確認でをます。 
〇 VOL + /- 



〇ジョグレバー (►/ ENT ) 


y モコンで操作ずるとをは 

ジョグレバー ( Ml / ENT ) を押すと、再生が始まります 。 VOL + /- つまみを回して、音量 
を調節します。 



再生ずる 
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再生の畳本操作 


こんなときは 本体操作（リモコン操作) 


再生 

続さから再生する 

ジョグレバー （►-/ ENT ) を押す。前回再生を止めたところから始 
まる。（ジョグレバー (► II / ENT ) を押す。） 


ディスクの最初の巧 
から再生する 

停止中に、ジョグレバー (►/ ENT ) を2砂な上押したままにする。 
(停止中に、ジョグレバー ( WI / ENT ) を2秒じ(上押したままにす 
る。） 

停止 

一時停止する/ 
一時停止を辭除する 

■■を押す。 

(ジョグレバー 011 / ENT ) を押す。） 


再生を止める 

■ • CANCEL を押す。（■を押す。） 

頭 出し/ 
サーチ 

今聞いている曲、また 
はさらに前の曲を頭出 
しする 

ジョグレバーを FR 側に1度動かす。または、さらに戻したい曲数 
だけ FR 側に動かす。 

(ジョグレバーを M ◄側に1度動かす。または、さらに戻したい 
曲数だけ M ◄側に動かす。） 


次の曲を頭出しする 

ジョグレ；く一を FF 備こ1度動かす。 

(ジョグレノ く一を側に1度動かす。） 


早戻し/早送りする 

再生中または一時停止中に、ジョグレバーを FF / FR 側に動かした 
ままにする。 

(再生中または一時停止中に、ジョグレバーを W/w 側に動かし 
たままにする。） 


グループの頭出しを 
する* 

(グループスキップ） 

U モコンの 己 +/- を押す。 


ディスクを取り出ず ■• CANCEL を押してから、日 PEN ボタンを押してふたを開け 

る〇 ** 

(■を押してから、本体の OPEN ボタンを押してふたを開ける。） 


* ディスクにグループびない場合は、1日曲ごとに頭出しされます。 
** /ふたを開けると、次の再生はディスクの最初から始まります。 


を意 


• 本機び動作しているときは、 US 巨ケープルを接続しないでください。誤動作やノイズの原因となりま 
す。 

• 次のよラな場合、音び飛ぶことびあります。 

一 強い衝撃び連続的に与えられた場合 
一傷やミちれのあるディスクを聞いている場合 

Hi - MD モードのディスクの場合、最大で約12秒間音び途切れることびあります。 
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再生のとをの表巧 


本巧表 TH お 



圧!電池残量你16ページ） 

回動作ランプ 

再を中や再生一時停止中に、編集操作を 
した場合':ゆっくり点滅（ホ） 

回情報表示部1 

レベル;><一夕一（上図） 

囲情報表示部2 

「本体の表示を切り換えるとさは」（磨 
ち記）参照 


本体の表示を切り換えるときは 

本体の D に PLAY/M EN U を繰り返し押し 
ます。 

押すたびに、次のよラに情報げ切0誓わり 
ます。 

再生中 

r - グループ番号と巧蚕、経過時間 

@^：：™ - GP01 001 日 1:20 


グループ番号と巧番、再生中の曲の残り時 
間 

- GP01 001 -02:18 


再生残り巧数、再生でをる残り時間 
®R™ - -012 -29:10 


録音年月日、録音時刻# 

® Rec Date 05yl0in23d 11 : 邮日 M 


スぺクトラムアナライザ（標準) 



スぺクトラムアナライザ（円）** 

• ♦•♦ぃ 

録音日時び記録されている場合に、表示され 
ます。 

L チヤンネルと R チヤンネルそれぞれ、100 
Hz 、 2日0 Hz 、 630 Hz 、 1 .6 kHz 、 4 kHz 、 1日 
kHz の周波数を表します。 


再生ずる 
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リモコン表示窓 



丘]ディスク表示 
回曲番、全®数 


回情報表示部 

「 U モコンの表示を切り換えるとさは」 
下記）参照 


団再生モード、リピート再生表示（廣43、 
44ページ） 

固ヴウンド設定（煩 *45 ページ） 

固電池残量 


曲番、アルバム名 （ Hi - MD ) またはディスク 
名 （ MD ) 


會 ( が Morning 


全曲数、再生モードとその情報" 


通常再生 


曲番、録音年月日、録音時刻 2 > 


碁 05 yl 0 m 23 d 


曲番、再生才ーディオフォーマツト情報の 


營 GG || H 卜 SPCATRACS 


リモコンの表示を切り換えるとをは 

D に PLAY を繰り返し押します。押すたび 
に次のよラに情報び切り誓わ0ます。 

再生中 

r - 曲番、経過時間 



曲番、アーテイスト名 ( Hi - MD ) またはグ 
ループち ( MD ) 


營 I %' ,1 1： Y 8 <J 


選択している再生モードによって表おされる情 
報び異なります。（例：再生モードび「グループ 
再生」の場合、「グループ再生」と「己]:グルー 
プ名」を表示） 

の録音日時び記録されている場合に、表示されま 
す。 

Hi - MD モードでお使いのディスクでは録音 
モード/コーデック/ビットレート情報 、 MD 
モードでお使いのディスクでは録音モード情報 
び表示されます。 


ごを意 


• ディスクのグループ設定状態、動作げ態、設定 
状況により、表示び異なります。 

• MP 3 で巧変ビットレート CVBR ) の巧の場合、 
表示されるビットレートは SonicStage で表示 
されるビットレートと一致しないことびありま 
す。 

• バーチャルサラウンド、6バンドイコライヴ、ダ 
イナ S ックノーマライヴび設定されているとを 
は、その設定げ態でのスぺクトラムアナライヴ 
の表示びされます。 
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再生方法を選んで聞 

< 

U モコンでのみ操作でをます。 

再生モードを選んで聞< 


1 PMODE / q ： を2秒 JU 上 f 甲ず。 


2 ジョグレバーを W/W 側に繰り返 
し動かしてお好みの再生モードを選 
び、巧してミ夫定ずる。 

ジョグレノ（一を動かすと〇び;欠のよ 
ラに変わり、押すと©び表示されます。 



表示 0/0 _再生モード_ 

通常再生/ ディスク全曲を再生 

(表ルなし） 

グループ再生 / b お好みのグループの巧 

のみを再生 

アーティスト再生/ お好みのアーティスト 

己] の曲のみを再生* 

アルバム再生/& お好みのアルバムの巧 

のみを再生* 

ブック マーク 再生/ プック マーク （しおり） 

ぶ び付いている曲のみを 

_再生_ 

* Hi - MD モードでお使いのディスクのみ表示さ 
れます。 


3 • 「通常再生」を選んだ場合 

手順2を繰り返して、お好みの巧を 
選ぶ。 

再生び始まります。 

• 「グループ再生」、 r アーティスト再 
生」、「アルバム再生」を選んだ場合 

手順2を繰り返してお好みのグルー 
スアーティスト、アルバムを選び、 
再度手順2を繰り返してお好みの巧 
を選ぶ。 

再生が始まります。 

• 「ブックマーク再生」を選んだ場合 

「聞きたい巧だけ再生する（ブック 
マーク再生)」（@■下記）を参照。 

聞をたい曲だけ再生する 

(ブックマーク再を） 

好さな巧にブックマーク（しおり）を付け 
て、その巧だけを再生でをます。ただし、 
再生するな順は変えられません。 


1 ブックマークをつけたい曲を再生し、 
ジョグレ/ く一を2秒な上巧ず。 

「 ON 」 び表示され、「✓」びゆっくり点 
滅します。 


2 複数の曲にブックマークを付けたいと 
きは、手順1を繰り返ず。 


3 「再生モードを選んで聞く」の手順を 
行い、手順2で「ブックマーク再生」 
を選ぶ。 


4 ジョグレバーを w/w 側に繰り返 
し動かしてお好みの曲を選び、押して 
み定ずる。 

選んだ巧から順に、ブックマークされ 
た最後の巧まで再生します。 


再生ずる 
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ブックマークを 消ずには 

ブックマークを付けた巧の再生中に、ジョ 
グレバーを2砂攻上押します。 

繰 D 返し聞 < (リピート再を） 

再生モードで選んだ巧をいろいろな繰0返 
しのしかたで聞<ことがでをます。 


1 P MODE/ 毎を繰り返し押して、お好 
みのリピートモードを選ぶ。 

押すたびに表示は次のよラに切 D 誓わ 


D ます。 

表示 

U ピートモード 


全曲 U ピート再生（全曲を繰 

0返し再を） 

与1 

1曲 U ピート再生（再生中の 
曲を繰0返し再生） 

^►SHUF 

シャッフル I 」ピート再生（全 
曲を順不同に並べかえ、繰り 
返し再生） 

A - ( A-B 马 ：） 

A - BU ピート再生（曲の中の 

A 点と B 点を指定して、その 
間を繰0返し再生） 


巧中の指定した部分だけを 
繰り返して再生する 
(A-Bll ピート再を） 

1巧の中で指定した部分を繰り返し再生で 
さます。1巧の範囲を越えての指定はでを 
ません。 


1 再生中に「繰り返し聞く（リピート再 
生り（煩'左記）の手順を行い、 「A-」 を 
選ぶ。 

A 点（始点）び点滅します。 


2 繰り返したい部分の始点 （A 点）で 
ジョグレバーを押す。 

A 点び点灯し、目点 （ 終点）び点滅しま 
す。 


3そのまま再生を続けて、繰り返したい 
部分の終点旧点）でジョグレバーを 
押ず。 

「A- B 」 と「毎」び表示され、 A 点と臣 
点の間を繰り返し再生します。 

ぐ 

A-B U ピート再生中にジョグレバーを側に 
動かすと、 A 点、目点を設定し直すことびできま 
す。 


U ピート再をを解除ずるには 

P MODE /«^ を繰り返し押して、表示 
を消して < ださい。 
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巧みの音にずる 

(パーチャルサラウンド/ 

6バンドイコライザ/ダイ 
ナミックノーマライザ） 

: 欠の3つの効果から1つ選べます。 

• V-SUR (バーチャルサラウンド）：音の 
臨場感を変える。 （4 種類） 

•6 BAND EQUALIZER (6 バンドイコ 
ライヴ）：音質を変える。 （6 種類） 
• D-Normalizer (ダイナミックノーマラ 
イヴ）：音のレベルを自動的にそろえる。 

U 亡コンでのみ操作できます。 


協場感ををそる 

(パーチヤルサラウンド) 


1再を中、 SOUND を繰り返し巧し、 
rv-suRj を表示させる。 

2 SOUND を2申 J 似上押ず。 


4ジョグレ/ V - を巧してま定ずる。 

設定を解除ずるとをは 

SOUND を繰 D 返し巧して、「通常」を還 
びます。 


音質を巧是る 

(6 バンドイコライザ) 


1再生中、 SOUND を繰り返し巧し、 
rSOUNDJ を表示させる。 


2 SOUND を2柳ん!:巧ず。 


3ジョグレバーを W / W 側に繰り返 
し動かしてサウンドの種類を還ぶ。 

ジョグレノ を動かすたび、〇と© 
び巧のよ5に変わ0ます。 


を；:?が .、--^四 


周波数ごとのレベル 
100 Hz ' 250 Hz ' 630 Hz , 
1.6 kHz , 4 kHz , 10 kHz 




m 

生 

ず 

る 


3 ジョグ レバーを！ ◄◄/►►! 側に繰り返 
し動かしてサラウンドの種類を還ぶ。 

ジョグレ J (-を動かすたび、〇と© 
び巧のように変わ D ます。 


詔,],],? I スタジオ I 

V-SUR -1 


〇 

〇 

スタジオ 

V-SURS 

ライプ 

V-SUR L 

クラブ 

V-SUR C 

アリーナ 

V-SUR A 


〇 

〇 

へビー 

SOUND H 

ボップス 

SOUND P 

ジャズ 

SOUNDJ 

ュニー ク 

SOUND U 

カスタム1 

SOUND 1 

カスタム2 

SOUND 2 



4ジョグレ/て-を巧してま定ずる。 


設定をおなずるとさは 

SOUND を繰 D 返し巧して、「通常」を還 
びます。 
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巧みの音質にする{カスタム） 

「カスタム1」と「カスタム2」にはお好み 
の音質を記憶させることびでさます。 

1 「音質を変える （6 バンドイコライヴ)」 
(盛*45ページ）の手順1〜3を行い、手 
順3で「カスタム1」または「カスタム 
2」を選ぶ。 

2 ジョグ レバーを 押す。 


3ジョグレバーを W / W 側に繰0返 
し動かして周波数を選ぶ。 



周波数（100 Hz ) 

周波数は;夕の目つから選べまず。 

100 Hz ' 250 Hz 、 630 Hz 、 1 .6 kHz 、 
4 kHz '10 kHz 


4 VOL +/- を回してレベルを選ぶ。 



レベル （+10 dB ) 

レベルは巧の7段階から選べまず。 

-10 dB 、一 6 d 巳、一3 d 巳、0 d 巨、+3 dB 、 
+6 clB 、+10 服 

5手順3、4を繰り返す。 

6 ジョグ レバーを 押す。 


音のレベルを自動的にそろ 

える (ダイナ云ックノーマライザ) 

再生時に常に聞をやすいレベルとなるよ 
ラ、録音されている音の大ささを自動的に 
そろえる機能です。 

1再生中、 SOUND を繰り返し巧し、 
「ダイナ S ックノーマライザ」を表示 
させる。 

©に 「 d 」 が表示されます。 


t 香 GGif ' ダイナミックノ-巧イザ_0| 

2 音量を調節ずる。 

.安 

• 音量差の大きい®び混ざって録音されたデイス 
クでわ、®ごとに音量調節をするわずらわしさ 
び少な< なりまず。 

• 周囲の騒音び大きいところでも、音量を上げす 
ざることなくか音量の部分び聞さやずくなりま 
す。 

設定を解除するとをは 

SOUND を繰り返し押して、「通常」を選 
びます。 
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編集ずる 


曲を分ける 

(ディバイド） 

再生中にトラックマークをつけて、巧を分 
けることびでさます。 

本体でのみ操作でさます。 


ごを意 


次のよラな場合は曲を分けることびでをません。 

• パソコンから乾送した巧の場合 
• MD Simple 巨 urner を使って Hi - MD モードで 
録音した巧の場合 

• 分ける位置び巧の初めと終わりの部分の場合 
• 巧を分けた結果、最大曲数 （ Hi - MD モードでお 
使いのディスクでは2,日47®、 MD モードでお 
使いのディスクでは254曲）を超えてしまう場 

ム 


1再生中または再生一時停止中に、分け 
たい位置で T MARK を巧す。 


分ける位置を調節してか5 
巧を分ける 

(デイバイドリ八ーサル） 


巧を分ける前に分ける位置を微調節しま 
す。 


1再生中、再生一時停止中に T MARK 
を 2 秒な上押ず。 

T MARK び押されたところから、先へ 
4砂間の再生を繰り返します。 


2ジョグレバーを FF/FR 側に動かして 
a を分ける位置を調節ずる。 


ジヨグレノ（一を FF / FR 側に動かすと 


手順*!で T MARK を押した位置から、胃 
最大8砂前後に動かすことびでさます。ず 


手順1で最ネリ 
に T MARK 
が巧されたと 
ころ 




ジョグレ A " —を動かずと、 
分ける位置が前後8巧まで 
ずれる 


る 


2 


3 


ずれたところか5巧へ4抄 
間の再生を繰り返ず 


3ジョグレバーを巧して決定ずる。 

「MARK ON 」 び表示され、巧び分か 
れます。 


う. 

ディバイド I 」/ ーサル中でもスピードコント 
□ール機能を使ラことびできます（が53ペー 
ジ)。より正確に分ける位置を選ぶために、再生速 
度を遅くすることもできます。 


ごミ技 


U ニア PCM で録音した長時間の曲を分けるとき 
は、本機を使って分けることをおすすめします。 
パソコン上でも巧を分けることはできますび、非 
常に時間びかかることびあります。 


MARK び巧されたところ 


2 


3 


巧へ4抄間の再生を繰り返ず 
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曲を 1 つにずる 

(コンバイン） 

不要なトラックマークを消して前後の巧 
をつなぎ、1つの巧にまとめることびでき 
ます。本体でのみ操作でさます。 

次のよラな場合は巧をつなぐことびできません。 
•パソコンから転送した巧の場合 
• MD 劲 mple Burner を使って Hi - MD モードで 
録音した曲の場合 

• 異なる録音モードで歸音された®の場合 


1 曲蚕を消したい a を再生し、 H を巧し 
て再生一時停止にずる。 


2 ジョグレバーを FR 側に動かし、なの 
先頭 (00:00) にずる。 

例えば、2巧目と3曲目をつなざたい 
ときは、3巧目の先頭にします。 
「 MARK 」 び表示されます。 


3 T MARK を巧す。 

「MARK OFF 」 び表示され、指定した 
巧び前の巧につなび D ます。 


ぐ 

曲名や録音日時は、つないだ2曲の1曲目のわの 
になります。 


を意 


• 別のグループに属する連続した2つの巧をつな 
ぐと、後ろの曲は前の曲び属するグループに登 
録されまず。また、グループに登録された巧と 
されていない巧をつなぐと、後ろの曲は前の曲 
の設定と同じになります。 

• U ニア PCM で録音した長時間の巧をつなぐと 
きは、本機を使ってつなぐことをおすすめしま 
す。パソコン上でも曲をつなぐことはできます 
び、非常に時間びかかることびありまず。 


48 




—で設定ずる 


メニユーを巧ラ 


DISPLAY/MENU 


■•CANCEL 



ジョグレバー肝、 FR 、►/ ENT ) 


D に PLAY/MENU を2秒似上押す。 


® Menu 


(REC Settings 


ジョグレバーを FF/FR 側に繰り返し動かして項目を選ぶ。 


ジョグレバー （►/ENT) を巧す。 


手順2〜3を繰り返す。 

設定び確定します。 


y モコンで操作するとをは 

再生するとを、編集するとをの;< こュー項 
目の一部を U モコンでも設定できます。 



1 D に PLAY を2秒!;(上押す。 

2 ジョグ レバーを W/W 側に繰り返 
し動かして項目を選ぶ。 


1つ前の画面に戻るには 

■ • CANCELCU モコンでは ■) を押しま 
す。 

操作を透中でやめるには 

■ • CANCELCU モコンでは ■) を2砂た义 
上押します。 


メニュ I で設定ずる 


3ジョグレバー ( wi / ENT ) を押す。 
4手順2〜3を繰り返ず。 
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録音ずるとをのメニュー 

ニューで 「REC Settings 」 を選びます。本体でのみ操作でさます。 

項目 

設定内容（♦:お買い上げ時の設定） 

REC Mode 

PCM " 

8 日分ディスクに約 28 分、 Hi - MD 規格専用 1 GB ディス 
クに約1時間34分録音でさます （ U ニア PCM 録音)。 


Hi - SP ^ i ) 

8日分ディスクに約2時間20分、 Hi - MD 規格専用 1 G 巨 
ディスクに約7時間日日分録音でをます。 


Hi - Lpi ) 

8日分ディスクに約10時間1日分、 Hi - MD 規格専用 1 G 巳 
ディスクに約34時間録音でさます。 


SP が 

80分ディスクに約1時間20分録音できます。 


し P 22)3) 

8日分ディスクに約2時間40分録音できます。 


LP 4 が） 

8日分ディスクに約日時間20分録音できます。 

REC Level 

Auto ( AGC ) • 

録音レベルを本機び自動的に調節します。 


Manual 

録音レベルを手動で調節します（坂52ぺージ)。 

M に冉 GC 

Standard • 

マイク録音時に、会話などを歪みを抑えて明瞭に録音し 
たいとさに適した録音レベルの自動調節モードです。 
「REC Level 」 の設定び 「 A 山〇 ( AGC ) J の焉合に設定で 
さます。 


For Music 

マイク録音時に、ライブや楽器演奏などを才 U ジナルに 
近い音量変化のまま、よじ歪みを抑えて録音したいとを 
に適した録音レベルの自動調節モードです 。 「REC 

Level 」 の設定び 「 A 山 0 ( AGC )」 の焉合に設定できます。 

IVHC Sens 

Sens High • 

マイク録音時に、会話など通常の音量のちのを録音する 
とさのマイク感度です。 


Sens Low 

マイク録音時に、□述録音などマイクを□元に近づけて 
録音するとさや、ライプなど近<の音や大さな音を録音 
するとさのマイク感度です。 

Time Mark 

Off # 

録音元と同じところに自動的にトラックマーク（巧衝 
びつさます。 


On Time 01 min 

〜 Time 60 min 

一定時間おさにトラックマーク（曲ま）をつけなびら録 
音します。 1 分から 60 分まで1分刻みで設定します。 

Group REC 

Off 

録音時、グループを作らずに録音します。 


On # 

録音時、新規グループを作って録音します。 

SYNC REC 

Off # 

通萬の録音をします。 


On 

シンク n 録音をします（デジタル録音するとをに、録音 
元の音源に合わせて録音を始めたじ止めたりします)。 


n Hi - MD モードでお使いのディスクの場合のみ表示されます。または卜 MD n 3 のある機器び 
「 PCM 」、「 Hi - SP 」、 FHi - LPJ に対応しています。 

MD モードでお使いのディスクの場合のみ表示されます。 

3 > 向日]去または MDLP n コ‘のある機器び rLP 2 丄 rLP 4 j に巧応してしほす。 
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マイク録音の設定 (FMIC AGCJ) 
にごし、て 

ぐ 

音楽の音量び小さく、周囲の雑音（巧手や観巧の 
声など）の音量の方び大きい場合は、 「 M に 
AGCJ の設定は 「 S ね ndard 」 び適しています。 


ごミお 


手動で録音レベルを調節する設定になっている 
とき（メニューの 「REC Level 」-「 Manual 」 を 
選んでいるとき、嚴日2ぺージ）は、 rM に AGCJ 
の設定をすることはできません。 

トラックマークの設定 (FTime 
Mark" について 

録音中に 「Time MarkJ の設定をしたと 
をは 

•録音経過時間び 「Time MarkJ の設定 
時間を超えていたとを： 

設定をしたところにトラックマークび 
つを、政媛設定時間ごとにトラックマー 
クびつ< 

例)録音経過時間び8分 、 prime MarkJ 設定時 
間び己分 （ prime 服 min 」） のとき、卜 
ラックマークは次のよラにつさまず。 

8分、13分、18分、23分 ■■■ ■ 

•録音経過時間び 「Time MarkJ の設定 
時間より短いとを： 

「Time MarkJ の設定どおりにトラック 

マークびつ< 

例)録音経過時間び3分 、 prime MarkJ 設定時 
間び己分 （ prime 服 min 」） のとき、卜 
ラックマークは次のよラにつさます。 

5分、10分、15分、20分 •••• 


掌 

「Time MarkJ 設定でトラックマークをつける 
と、表示窓の時間表示の前に 「 T 」 びつきます。 


ごを意 


•「Time MarkJ はマイク録音またはアナ n グ録 
音中のみ設定することびでをます。 

• 録音の途中に T MARK を押したり、■■を押し 
てトラックマークびついてしまったときは、そ 
の時点から 「Time MarkJ で設定した時間ごと 
にトラックマークびつをます。 

• 光デジタルケースレをつなぐと 、 「Time MarkJ 
設定は解陳されます。 

シンク□録音の設定 （rSYNC 
RECJ) について 

t 

シンク n 録音中に録音元で約3砂の無音び続く 
と、本機は自動的に録音一時停止になります。再 
び音を検巧すると、シンク n 録音に戻ります。録 
音一時停止巧態び日分攻上続< と、自動的に録音 
び止まります。 


ごを意 


• シンク n 録音中は、手動で一時停止または一時 
停止を解陳することびでをません。 

• 録音中はシンク□録音の設定を切り換えないで 
<ださい。正しく録音されないことびありま 
ず。 

• シンク n 録音中に録音元で無音日ページ） 
状態び続いてわ、録音元の雑音び原因で自動的 
に録音一時停止にならない場合びあります。 

• CD 和 MDiU 外からのシンク n 録音中に、録音 
元の同一巧内で約2砂の無音（心80ページ）び 
続くと、再び音び出たところで曲まび1つ増え 
ます。 


メニュ I で設定する 
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手動で録音レベルを調節す 
る 

録音レベルは必要に応じて手動で調節で 
きます。アナ□グ録音のときはもちろん、 
デジタル緑音のとをでわ調節でさます（デ 
ジタル REC レベルコント□ール)。 


1 停止中または録音一時停止中に、メ 
ニユー(廣 49ぺージ）で 「REC 
Settings」-「REC Level 」- 
FManualJ を選ぶ。 


2 本体の H を巧しなび5、 REC をず 6 
す。 

動作ランプび赤く点滅し、録音一時停 
止になります。 


ぐ 

•録音中にジョグレバーを動かして録音レベルを 
調節ずることちでをます。 

• 録音を停止しても、次に設定をし直すまで録音 
レベルの設定は保持されます。 


ごを意 


• 左ちの音（チヤンネル）のレベルは、別々に調 
節でをません。 

• シンク n 録音時に手動で調節するときは、まず 
シンク□録音 （rSYNC REC 」） の設定び roff 」 
のげ態で上記手順1〜4を巧い、録音レベルの 
調節をします。その後、シンク n 録音の設定を 
「 On 」 にして、録音を始めます。 


3 録音したい音を出す。 

4 表を窓を見なび5ジョグレ J (一を FF / 
FR 側に動かして、録音レベルを調節 
する。 

録音レベルはレベルメーターび 
r - 12dBJ 付近で点打するように調節 
します。大をな音げ入ったとさに、 
「 OVER 」 のレベルメーター （r 邸 S 」） 
び点灯する場合は、録音レベルを下げ 
て < ださい。 


REC 18M__ 

-12dB OVER 


5 H を巧して録音を始める。 

ほかの機器とつないで録音するとさは、 
本機び録音を始めた後で、録音元の音 
を最初から出し直してください。 
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再生ずるとをのメニユ 


U ちコンでのみ操作でをます。 


項目 

設定内容 


スピードコント□ール 
( SpeedControl ) 

+ 100口/。〜-己0% 

再生速度を変更します。1己段階から選択します。 


おちの速度に戻ずには 

再生速度を「0%」に設定します。 

を 

再生速度を「日％」政外に設定すると、表示窓の時 
間表示の前に rsc 」 と表示されます。 


• 再生速度を変えると、再生中に「プチプチ」と 
いラ音び聞こえたり、エコーびかかったよラに 
聞こえることびあります。 

• 再生速度を変えると、バーチャルサラウンド、6 
バンドイコライヴ、ダイナミックノーマライヴ 
(が4日ページ）は働かなくなります。 


編集ずるとをのメニュー 

本体で設定でさる;こューと U 亡コンで設定でさるメニューびあります。 

編集する前に 

編集中件 rSystemFILE WRITING 」 の表示中に、衝撃を与えたり電源を抜いたりすると、 
それまで編集した内容び記録されません。またディスクに入っているデータび壊れること 
びあ0ます。 


メニューで Edit 」 を選びます。 


項目 

設定内容 


Move 

Track Move 

曲を移動して曲順を並べ換えます(:@^5已ページ)。 


Group Move 

グループを移動して順番を並べ換えます日日ページ)。 

Erase 

Track Erase 

曲を消します。消したい曲の再生中に操作します。 


Group Erase 

グループとグループ内の全ての曲を消します。消したいグ 
ループに属する曲を再生中に操作します。 


All Tr Erase 

ディスクの全曲を消します。停止中に操作します。 


Format * 


ディスクをフォーマット（初期化）して、ディスクをお買い上げ時の状態に戻します。 


本体で設定するメニユー 


ごをミ 


メニユ I で設定ずる 


Hi-MD モードでお使いのディスクの場合のみ表示されます。 
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y モコンで設定するメニユー 


項目 

設定内容 


タイトル入力 

曲名入力 ( Track ) 

曲名をつけます。 

(Title Input ) 

(原日6ぺージ） 

グループ名入力 （ Group ) 

グループ名をつけます。 

アーティスト名入力 ( Artist ) * 

アーティスト名をつけます。 


アルバム名入力 （ Album ) * 

アルバム名をつけます。 


ディスク名入力 （ Disc ) 

ディスク名をつけます。 


* Hi - MD モードでお使いのディスクの場合のみ表示されます。 


イレース 機能 （ rEraseJ) について 

巧やグループを消ずとさは 

一度 消した巧やグループは元に戻すこと 
がでさません。消す前に内容をよ < 確認し 
てください。 

パソコンか5お送した巧を消すときは 

パソコンから転送した巧をに rase 」 機能 
を使って本機で消そうとすると 、 「TRACK 
FROM PC 」 と 「ERASE OK ?」 び表示さ 
れます。消した場含、巧の権利は次のよラ 
になります。 

• Hi - MD モードで転送した巧の場合は、 
そのディスクを本体に入れパソコンに 
接続すると、巧の権利び自動的に復活し 
ます。 

• MDE — ドで転送されたなの場合は、巧 
の権利び1回分失われます。巧の権利を 
失いたくないときは、巧を消す前にパソ 
コンにつないで巧の権利を戻して<だ 
さい。 

巧の一部分を消すには 

無音部分など不要な部分だけを消したい 
ときは、不要な部分の始まりと終わ〇に卜 
ラックマークをつけて（煩 *47 ページ）そ 
の部分を消します。 


ごを意 


•「 Erase 」 機能を使って、音楽データ政外のデー 
夕（テキストデータや画像データなど）を消す 
ことはでをません。 

•「Track Erase 」 機能を使ってグループの中の 
巧を全部消した場合、そのグループは自動的に 
消去されます。 

フオーマツ ト機能 （ rFormatJ) に 

ごいて 

ディスクをフオーマツトしたとをは 

ディスクをフオーマツ ト すると巧の権利 

は次のよラにな0ます。 

• Hi - MD 規格専用1 GB ディスクの場含 
は、そのディスクを本体に入れパソコン 
に接続すると、巧の権利び自動的に復活 
します。 

•60/74 侣日分ディスクの場合は、巧の権 
利び1回分失われます。巧の権利を失い 
たくないときは、フオー マツト する前に 
パソコンにつないで巧の権利を戻して 
<ださい。 


ごを意 


ディスクをフォーマツトすると音楽データじ1外 
のデータち消去されます。音楽データな外のデー 
夕び含まれているディスクは、パソコンにつない 
で内容を確認してください。 
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1 移動したい曲の再生中または停止中 
に、メニユー(廣49ぺージ）でに加」 
- 「 Move」-[Track Move 」 を選ぶ。 

再生中の巧びグループに属している場 
含はグループ番号び表示されます。 


再生中の巧びグループに属していない 
場含は巧番び表示されます。 


グループの中の巧を全部移動した場合、そのグ 
ループは自動的にディスクから消去されます。 


グループの順きを並べおえ 
る 

本体でのみ操作でをます。 


因 Track Mg リ e 4Track00l 


2 • グループのがへ巧を移動したい場 
合、またはディスクにグループびな 
い場合 

手順3へ進む。 

• 同じグループ内で曲を移動ずる場合 

グループ番号び表示されている状態 
(上記手順*!の状態）でジョグレバー 
を押す。 

• 別のグループへ巧を移動ずる場合 

ジョグレノ（一を FF/FR 側に動かし 
て移動先のグループ番号を選び、押 
して決定する。 

移動先のグループ番号を表示 


@ Track Moue l4 日 roup02 


1 移動したいグループ内の曲を再生中ま 
たは停止中に、メニユー(廣49ぺ一 
ジ）でに dit」-FMoveJ - [■Group 
Move 」 を選ぶ。 

移動するグループ番号び表示されます。 


因 Group Mo リ e Group0l 4Group01 


2 ジョグレバーを FF / FR 側に動かして 
移動巧のグループ番号を選び、巧して 
ミ夹定ずる。 

移動巧のグループ番号を表示 

(例：グループ01を2番目に移動する場き) 


@ Group Moug |Group0l 4 日 「 gup 脚 


巧を別のグループに移動したりグループ 
の外へ移動することびでをます。巧順を変 
えると、連続した巧蚕び自動的につきます。 
本体でのみ操作でさます。 


3 ジョグレバーを FF / FR 側に動かして 
移動巧の巧蚕を選び、巧してミ夹定ず 
る。 

移動巧のグループ番号と曲番 

(例：グループ02の10番目に移動する場合) 


@ Track Mo リ白 [4GP02 -Tracks 10 1 


因 Track Moug 4Group01 


曲を巧動する 


メニュ I で設定ずる 
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を前をつける （タィトル入力） 

再生中と停止中に名前をつけることびで 
さます。 

•曲名、アーティスト名、アルバム名をつ 
けるとを： 

名前をつけたい巧の再生中、または停止 
中に操作します。 


ごを意 


• ディスク名やグループ名に rabc // defj のよう 
に「//」を文字の間に入れると、グループ機能び 
使えなくなる場合びありますのでご;主意くださ 
い （ MD モードの場合のみ)。 

• U モコンで漢字を表示することはでをまずび、 
漢字で名前をつけることはできません。 
SonicStage ソフトウエアを使うと、漢字の入 
力びでさます。 


•グループ名をつけたいとを： 

名前をつけたいグループに属する巧の再 
生中、または停止中に操作します。 

U 亡コンでのみ操作でをます。 

入力でをる文字の種類 

•カタカナ（半角） 

• アルフ アベッ ト A 〜 Z の大文字、ル文 
字 

•数字日〜9 

•記号 （ Hi - MD モードの場合と、 MD モー 
ドの場合で入力でをる記号げ異な D ま 
す。） 


入力でをる文字数 

曲名、グループ名、アーティスト名、アルバ 
ム名、ディスク名にそれぞれ約20日文字 
(全文宇種混在の場合） 

1巧のディスクに入力できる文字数 

• Hi - MD モードの場合：約5日，000文字 

• MD ちードの場合：約1，70日文字 
文字数によって登録でをるタイトル数は 
異なります。 


• パソコン機種依ち文字（の、（株）など）を表示 
ずることはでさません。 


1メニユー （廣49ぺージ）で「タイト 
ル入力 J を選んだあと、つける名前を 
選ぶ。 


つける名前 

表示 

曲名 

曲名入力 

グルー プ名 

グルー プ名入力 

アーティスト名# 

アーティスト名入力 

アルバム名* 

アルバム名入力 

ディスク名 

ディスク名入力 

* Hi - MD モードの場合のみ表示されます。 


2 VOL +/— つまみを回してお好みの文 
字を表示して、ジョグレ/ く一を巧ず。 


ジョグレ J (一を巧ずと、义字び確定し、 
カーソルび次ので字巧で点滅する。 


營皿が 

C - 

■ 


文字入力に使ラボタンと機能は次の通 
りです。 

機能 


操作 

カーソルを 左ちに移動 

ジョグレバーを W 

する。 


/►►! 側に動かす。 

文字を確定する。 

ジョグレバーを押す 
(► II / ENT )。 

文字の種類を切り換え 

P MODE/ 早を押 

る（アー ►A — ►a —►〇)。 

す。 
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On 

(AVLS 入 / AVLS On ) 

音ちれやちへの圧迫感軽減のため、音量を一定レベル 
な上に上げようとすると 「AVLS NO VOL 
OPERATION 」 と表おされ、それ m 上音量び上びり 
ません。 

Beep 

(操作確認音/ 

Off 

(確認音切 / Beep Off ) 

操作時の確認音（ピッなど）は鳴りません。 

Beep ) 

加参 

(確認音入 / Beep On ) 

操作時の確認音び鳴ります。 

EL Light ?) 

Auto Off 

操作後1日砂経過すると本体の表示窓び暗<な0ま 
す。その後何ち操作をせずに5秒経過すると、電池鶏 
量表示故がの表示び自動的に消灯し、電池の消耗を抑 
えます。 


加参 

動作中、本体の表示窓び萬に点むします。 


機能 

操作 

大文字文字を切り 
換える （ A ^ a )。 濁点 
をつける（力-■►ガ)。 

SOUND を押す。 

1文字分の空白を入れ 
る。 

&+を押す。 

1文字削除する。 

&- を押ず。 


3手順 2 を繰り返して名前をつける。 




4 ジョグレイ（一を2秒 1 U 上巧ず。 

名前びミ夫定します。 


• カナ入力したタイトルを、カナ表示に対応し 
いないほかの MD 機器で表示させると、 n - 
字表記になります。その隙、先頭と最後に r 
びつさます CMD モードの場合のみ)。 

• ほかの機器でつけた20日文字政上の曲名や 
ループ名、アーティスト名、アルバム名、デ- 
ク名を本機で書き換えることはできません C 
• SonicStage ソフトウエアなどで入力したミ 
など全角文宇の入った名前を編集すること I 
をません。 


各種設定メニュ 


；><こューで 「 Option 」（ U 亡コンでは「各種設定/ Option 」） を選びます。 
本体と U モコンで設定でをます。 （） はリモコンの表示です。 


項目_ 

AVLS1, 

( AVLS ) 


設定内容（♦:お買い上げ時の設定) 

Off ♦ 音量の制限弃 

(AVLS 切/ AVLSOff ) す。 


音量の制限おしで、操作に合わせて音量び変わ0ま 
す。 


メニユ I で設定する 


夕のページにつづく 
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項目 

設定内容（♦:お買い上げ時の設定） 

バックライト 
設定 / Backlight 

才ート ♦ 

( Auto ) 

U モコンの表示窓のバックライトび、操作直後に数砂 
間点灯します。また、表示をスク□ールしている間、 
点灯します。 


常時点灯 ( On ) 

本体び動いているときは、常にバックライトび点灯し 
ます。 


常時消灯 ( Off ) 

萬にバックライトび消灯し、電池の消耗を抑えます。 

Quick Mode 

(クイックモード/ 
Quick Mode ) 

Off 

(クイックモード切/ 

Quick Off ) 

電池の消費を防ぐために、一定時間操作びなかった場 
合は、自動的に内部の電源び切れます（才ートパワ ー 
オフ機能)。 


On # 

(クイックモード入/ 
Quick On ) 

自動的に内部の電源は切れません。再生ボタンを押 
してすぐに、再生び始まります。 

Disc Mode 

(ディスクモード/ 

Hi - MD # 

従来の目0/74/8日分ディスクに、音楽や静止画など何 
ち保存されていないとさ、 Hi - MD モードにします。 

Disc Mode ) 

MD 

従来の60/74/80分ディスクに、音楽や静止画など何 
ち保存されていないとさ、 MD モードにします。 

Hi - MD に対応していないほかの機器でもお使いにな 
る場合に、設定して<ださい。 

冉 udioOu げ 

Headphone 参 

本体の打 / LINE OUT ジャックに U モコンをつなぐと 
き、またはへッドホンを直接つなぐときに設定しま 
す。 


Line Out 

本体の打 / LINE OUT ジャックに別売りの接続コード 
をつないで、ほかのオーディオ機器で本磯の再生音を 
聞いたり、録音したりするときに設定します。 

Clock Set の 

時計（年、月、曰、時間）を合わはます （@^60 ページ)。 

FW Versio が 

本機のファームウェアバージョンを表示します。 

化ぶ吕語/ 

Language ^' 

曰本語 ♦ 

U モコンの表示窓に表示される言語を曰本語にしま 
す。 


English 

U モコンの表示窓に表示される言語を巧語にします。 


i > AVLS とは「才ートボリュームリミッターシステム」のことです。 
本体用の設定です。1」モコンでは設定でをません。 

U モコン用の設定です。本体では設定でをません。 
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本巧の表示窓の設定 （rEL Light!) 
にごいて 

• TEL Light 」 の設定で 「 A 山〇 Off 」 を選んでい 
ても、次の場合は表示はミ肖えません。 

—コンセントにつないでいる 
一充電中 

ー パソコンとつなレでし、る 
ーメニュー操作中 
—早戻し•早送り■頭出し中 
ー ディバイド I 」 A —サル中 
ー メッセージの表示中 

• TEL Light 」 の設定に関わらず、録音中に電池 
残量び少な<なると（電池残量表示び〇)の 
状態)、電池の消耗を抑えるために画面表示び 
腊< な0まず。 

•「EL Light 」 の設定び 「Auto Off 」 のときでも、 
動作ランプは消巧しません。 

クイックモードの設定 （rOuick 
ModeJ ) にごいて 

mm 

「Quick ModeJ の設定を fOnJ にすると、画面 
に何を表示されていないときでも、本体内部では 
常に電源び入っている状態になっています。電池 
を全て消耗すると、自動的に本体内部の電源び切 
れます。 

ディスクモードの設定 （roisc 
ModeJ ) にごいて 

• Hi - MD 規格専用 1 G 巨ディスクをお使いのとき 
も 、 「Disc ModeJ の設定で 「 MD 」 を選べます 
び、使える動作モードは Hi-MD モードのみで 
す。 

• SonicStage ソフトウエアで60/74/8日分ディ 
スクをフオーマットした場合、または 

目0/74/8日分のブランクディスクを本機でお使 
いになるときの動作モードは 、 「Disc ModeJ 
の設定に従います。 


0/UNE OUT ジャックの出力設定 
(fAudio OutJ ) について 

•「Audio OutJ の設定び 「Line Out 」 になって 
し、ると、 A — チヤルサラウンドや目バンドイコ 
ライヴ、ダイナミックノーマライヴは働さませ 
ん /。 

•付属の U モコン付を へッ ドホンをつないでいる 
ときは 、 「Audio OutJ の設定を 「Line 〇山」に 
することびでをません。 

• へッドホンを直接本体につなぐときは、 

[Audio OutJ の設定を 「 Headphone 」 にして 
<ださい。 

•「Audio OutJ の設定び 「Line OutJ になって 
いるときは、へッドホンを接続しないでくださ 
し、。へッドホンからの再生音び非常に大をくな 
0ます。 

•「Audio OutJ の設定を 「 Headphone 」 にし 
て、アクティブスピーカーなどの機器を接続す 
るときは、 「 Beep 」 の設定を roffj にしてから 
お使いください。 


ュ—で設定する 
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時計を合わせる 

時計を台わせてお < と、録音曰時び自動的 
に記録されます。録音曰時は一度時計を合 
わせると常に記録されるよラにな0ます。 
本体でのみ操作でさます。 


1停止中に、メニュー(煩49ぺージ）で 
「 OptionJ - l"Clock Set 」 を選ぶ。 

2 VOL +/- を巧して年を合わせ、ジョグ 
レバーを巧してミ夫定ずる。 

月の数字び点滅します。 

3手順2を繰り返して月、日、時、分を合 
わせる。 

分を含わせてミ央定すると、時計び日秒 
からスタートします。 

現巧の曰時を表示ずるには 

停止中または録音中に D に PLAY/MENU 
( IJ モコンでは D に PLAY ) を繰り返し押 
します。 


ぐ 

• 時計合わせ中にジョグレバーを FF / FR 側に動 
かずと、設定する項目（年、月、曰など）を選ぶ 
ことびでをます。 

• パソコンに接続し付属の SonicS ね ge ソフト 
ウェアを使うと、時計の設思まパソコンの時計 
に合わせて自動的に設定されます（本機の動作 
モードび 「 Hi - MD モード」の場合のみ)。 


ごを意 


• 特に大切な録音で録音日時を記録したいときは 
現在の曰時を表示させ、時計び合っていること 
を確認してください。 

•月に3分程度の誤差び生じることびあります。 

• 本体で時計の設定びされていてわ、パソコンか 
ら転送した曲には録音日時び記録されません。 

•本磯とパソコンを接続しているときに、パソコ 
ンびシステムサスペンド、スリープ（スタンバ 
イ状態)、システムハイバネーション（休止状 
態）のモードへ移行すると、本体への電源び供 
給されな<なります。このたゆ、本体に充電池 
び入ってレない、または電池残量びなレ状態で 
これらのモードに移行すると、本体の時計設定 
は保持されなくなります。 


24時間表示、12時間表示を切り換 
无るには 

時計をわせ中に DISPLAY / MENU を押し 
ます。 


時計の設定を巧つために 

一度時計を合わせるとコンセントや充電 
池など、いずれかの電源がつないであれば、 
時計の設定は保たれます。ただし、いずれ 
の電源をつないでいない、または充電池び 
ずべて消耗すると、約3分で時計の設定は 
お買い上げ時のげ態に戻ります。 
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巧障かな？とおった 6 

本機をご使用中にトラブルび発生した場合は、サービス窓□にご相談になる前に、もラー度 
下記の流れにしたがってチてックしてください。メッセージー覧（煩 *67 ページ）も合わせ 
てご覧ください。メッセージなどげ表示されている場合は、書きとめておくことをおすすめ 
します。 

1 この「故障かな？と思ったら」をチェックし、該当する頃目を調べる。 

本書の手順の中や「；><ッセージー覧」にも、様々な情報びあります。該当する項目を調 
ベてください。 

2 「パーソナルオーディオ-カスタマーサポート」のホームページ 
http :// www . sony . co . jp / support - pa / で調べる。 

最新ヴポート情報や、よくあるお問い合わせとその回答を掲載しています。 

3 それでもトラブルが解決しないときは、 ソこ 一の相談窓 □ ( c ^87 ページ）またはお買い 
上げ店に相談する。 


巧電ずる 


症げ 

原因/処置 

巧電びできない、または 
巧分に充電びできない。 

-> 充電油を正しく入れていない、または AC パワーアダプターや AC コー 
ド 、 US 巨ケープルを正しく接続していない。充電池を正しく入れ直す、 
または正しく接続する。 


-> 充電池び入っていない。充電池を入れる（皆14ページ)。 

-> 充電池び消耗しきっている。充電する。1分程しても充電び始まらない 
ときは、もう一度 US 巨ケープルをつなぎ直す。 

-> 充電している場所の温度び巧すぎる、または高すざる （「CHARGE 
+ 5む〜+35む /41 F -95 FJ が表示される）。充電は+ 5む〜+3日むの 
場所で行ラ。 

-> 冉 C パワーアダプターを使って充電中に本体や U モコンを操作したり、 
US 巳バスパワー充電中にパソコンからの操作をすると、充電にかかる 
時間び長くなる。早く充電したい場合は操作をしない。 

-> USB ケーブルを本体につなぐとさに、本体のジョグレバーやボタンな 
どに軸れた。 

使っていなかったのに巧 
電池び消耗した。 

->「Quick Mode 」 の設定び rOn 」（ U モコンでは「クイックモード」一 
「クイックモード入」）になっていた（が己8ぺージ )。 「Quick Mode 」 
の設定が ronj の場合、表示窓に何ち表示されていないとさでち、本体 
巧部では常に電源び入っている状態になっているため、電池の持続時 
間び短くなる。充電び充分ではない状態でかつ、設定が ronj になって 
いると、使わない間に充電池び消耗してしまラことびある。 

巧分に充電しても、通常 
の半分程の時間しか使え 
ない、または巧電び終了 
ずるまでの時間表示び通 
常の半分ほどになった。 

-> 電弛び寿命のため容量びお下した。新しい充電池（別売り）と交換す 
る。 

巧電中に本体び熱くなる。 

-> 故障ではありまはん。 


困つたとさは 



パソコンとつないで使ラ 


捆犬 

原因/処置 

本機がパソコンに認識さ 
れない。 

-> USB ケープルびをちんと接続されていない。をちんと接続し直す（が 
22ページ)。それでも認識しない攝をは、接続をはずし、パソコンを再起 


動してから接続し直す。 

-> USBA ブを使用している。パソコンの USB 端子に直接接続する。 


通信に失敗している。 US 目ケーブルをあさ、2砂 LU 上経過してからちラ 
一度接続する。それでち認識されない場合は、接続をはずし、パソコン 
を再起動してから接続し直す。 

-> Windows 2000 Professional の場合、本機と接続したままでパソコン 
の電源を入れたり再起動して、その後 US 巨ケーブルを抜くと、次に接続 
した際に本槪びパソコンに認識されないことびある。 USB ケープルを 
拖き、パソコンを再起動してから接続し直す 。 Windows Upda おを巧 
ラ。 


-> 本磯にディスクび入っていない。ディスクを入れる。 

-> ソフトウエアのインストールに失敗している。接続をはずし、インス 
卜ールし直す（取21ぺージ)。 

本機が Windows のエク 
スプ□—ラ上で認識され 
なぃ。 

-> MD モードで記録されたディスクび入っている。 Hi - MD モードでお使 
し VD ディスクを入れる。 

-> メニューの 「Disc Mode 」 CU モコンでは「ディスクモード」）び 「 MD 」 
に設定された状態で、60/74/8日分のブランクディスクび入っている。 
「Disc Mode 」 の設定を 「 Hi - MD 」 にする（货日8ぺージ)。 

パソコンにつないでも、 

本機の表示窓に接続中の 
表示が出ない。 

-> SonicS ね ae の認誰を行うために、時間びかかることびある。しばらく 
待っ。 

-> パソコン上でほかのアプ U ケーションび起動している。しばらくしてか 
ら接続し直す。それでち辭決しない場合は接続をはずし、再起動する。 

「RECONNECT US 巨」 

が表示されている。 

-> 本機びパソコンに認識される前に操作をした。接続し直す（が22ペー 
ジ)。 

USB バスパワー充電が 
でをなし、。 

-> 充電池入れのふたび閉まっていない。さちんと閉める。 

-> 充電している場所の温度び高すざる。+日で〜+35むの場所で充電する。 

USB バスパワー充電が 
巧分にでさない。 

-> USB バスパワー充電では充電中に操作をすると充電にかかる時間び長 
くなる。早く充電したい場合は操作をしない。 

インス1ルできない。 

-> 対応の OS 政がの OS を使っている（が20ページ)。 

-> すべての Windows のプ□グラムび終了していない。ほかのプ □ グラム 
が起動した状態でインストールを巧ラと、不具をび生じることびある 
(特にウィルスチェックソフトは負荷び大さいため必ず終了する）。 

-> A - ドディスクの容量び足りないに00 MBm 上必要)。 

インストール作業び止 
まっているよラに見え 
る。 

-> 警告などのメッセージダイア□グび、インストール画面の後ろに隠れて 
いる。 [ Alt ] キーや [ Tab ] キーを押すと;>< ッセージび表示されるので、 
メッセージに従って操作する。メッセージび表示されない場含は、イン 
ストール作業び巧われているため、そのまま待つ。 

インス1ル時に画面上 
の A " —び動いていない/ 
CD ドライブや A — ド 
ディスクのアクセスラン 
フび数分間点好していな 
い。 

-> パソコンびインス!-ール作業を続けている。そのまま待つ。（お使いの 
パソコンや CD ドライブによっては、インス1-ール終了まで3日分政上 
かかることびある。） 



症げ 

原因/処置 

MD Simple Burner を 
使っているとさ 、 REC 
スイッチをずらしても録 
音でをない。 

4パソコンと接続されていない。 US 巨ケープルで接続する。 

4パソコンの CD ドライプに音楽 CD び入っていない。音楽 CD を入れ 
る。 

4ディスクに録音でをる容量び足りない。ほかのディスクと取り換える。 

正常に動作しない。 

4 USB 八プを使用している。パソコンの US 巨端子に直接接続する。 

4振動のある場所で使っている。振動のない、安定した場所で使ラ。 

音楽データ外のデータ 
を保巧できない。 

SonicStage または MD Simple 巨 urner ソフトウェアび起動してい 
る。 SonicStage または MD 窃 mple 巨 urner ソフトウェアを終了して 
から操作する。 

パソコンから転送した巧 
の演奏時間び、パソコン 
上の演奏時間と一致しな 
い。 

4本体とパソコンの計算誤差のため、演奏時間び一致しない。 

ディスクの録音可能時間 
いっぱいに音楽データを 
転送でさない。（例： 80 
分ディスクに巧して LP 2 
ステレオ録音で1目〇分輯 
送でさない。） 

4システム上の制約で、録音は何秘かの単位でされるため、短い巧をた< 
さん録音すると、録音部分び増えてを計時間と合わな<なる （@^81 ペー 
ジ)。 

パソコンで表示される 
ディスクの容量と、ディ 
スクに表示されている容 
量に差びちる。 

4ディスク容量（货31ぺージ）は、パソコン上では2進法で表現されるび、 
ディスクなどの記録媒体では1日進法で表現されるため、差が生じる。 

本体の操作びでさない。 

4パソコンと接続しているときは、本体を操作できない。 

ふたび開かない。 

4本体に充電池び入っていない状態、または充電池び消耗している状態 
で、パソコンからの転送/録音/編集中に USB ケーブルをはずした。 

USB ケープルをつなぐ、または充電した電池を入れ、■- CANCEL を 
押す。 

録音する 

症げ 

原因/処置 

ディスクの空さ容量び 2.0 
MB ちるのに、録音残り時 
間び 「R 00:00」と表おさ 
れ、録音でをない。 

4システム上の制約で 2.0 MB は予備領域の容量です。 

録音ずると必ずグループ 
びでさる。 

4グループ録音 （「Group REC 」） の設定び 「 On 」 になっている。「〇け」 
にする（煩日日ページ)。 

曲のはじめの数秒び録音 
されない。 

4本体の動作ランプび消える前に録音を始めると、曲のはじめの数秒び 
録音されないことびある。動作ランプび消えるのを確認してから録音 
する。 

新しいグループび作成さ 
れない。 

4システム上の制約で、入力した文字数のを計び約1,700文字を超えた 
場合、グループで録音してち新しいグループは作成されない （MD モー 
ドの場含のホ）（が82ページ)。 
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夕のページにつづ< 
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猫犬 


原因/処置 


録音でをない。 


4音源と正し<つなびれていない。つなざ直す（@"32、38ページ)。 

4ポータブル CD プレーヤーか6デジタル出力び出ていない。ポータブ 
ル CD プレーヤーを家庭用電源につなぎ、音飛びガード機能作 SP な 
ど）を「切」にする。 

4抵抗入じの接続コードを使っている（アナ□グ入力歸音時)。抵抗び 
入っていない接続コードを使ラ（吸12ぺージ)。 

4録音レベルびルさすざる（手動調節時)。録音レベルを調節する（が52 
ぺージ)。 

4パソコンと接続している。パソコンとの接続をはずす。 

4録音中に電源びおかれた、または停電になった。それまでの歸音は消 
えているため、初めから録音し直す。 

4ディスクの残り時間び48砂な下の場を、録音でさないことびある 
(「DISC FULL 」 び表示される）。 


録音終了後、ふたび開かな 4録音終了後は rSystemFILE WRITING 」 表示び消えるまでふたは開 
い。 かない。 


最大録音可能時間に達し 4システム上の制約で、 Hi - MD モードでお使いのディスクで2,047巧、 

ていなくても 、 「TRACK MD モードで254曲録音されると、それじ(上は録音できない（吸8日 

FULL 」 表示が出てふたび ページ)。不要な曲を消して録音する。 

開かない。 

曲を消してち録音でをる 4システム上の制約で短い曲を何曲か消しても録音でさる残り時間び増 

残り時間び増えない。 えないことびある （ MD モードの攝合のみ）（吸81ページ)。 


ディスクに録音した時間 
と残り時間の合計び、録音 
可能時間 （60/74/80 分） 

に一致しない。 


4システム上の制約で、録音は何砂かの単位でされ、巧と巧の間に何砂か 
の無音部分を自動的に挿入するため、短い曲をた<さん録音すると、録 
音部分び増えてを計時間と合わな<なる （ MD モードの場をのみ）（承 
81ページ)。 


曲数ち録音時間も余裕び 4システム上の制約で、同じディスクで録音、消去を繰り返したためと思 
あるのに 「TRACK われる。曲を追加するには不要な曲を消して録音する（が80ページ)。 

FULL 」 表示び出て録音び 
止まる。 


再ちする 

症状 

原因/姐置 

通常の再生びでをない。 

4 U ピートモードび設定されている。觸除する（吸44ぺージ)。 

4再生モードを蜜えた。通常再生に戻してか6再生を始める（@=43ペー 
ジ)。 

ディスクの1曲目から再 
をび始まらない。 

4前回再生したとき、ディスクの途中で止めた。一度停止させ、ジョグレ 
バーを2秒じ(上押したままにする（が4日ページ)。 

再生中に音びとざれる。 

4振動のをい場所に置いている。振動のみない場所で使ラ。 

1曲の録音時間び極端に短い（承81ページ)。 

瞬間的な雑音び聞こえる。 

4 LP 4 録音した曲では、圧縮ち式の特性上、歸音元の音源によってはご 
<まれに瞬間的な雑音が発生する。 

雑音びをい。 

4テレビなど強い磁気を帯びたちのの近<に置いている。テレビなどか 
ら離れた場所で使ラ。 
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症げ 

原因/処置 


録音したディスクを再を 
ずると音びかさい。 

4アナ□グで録音した、または抵抗の入っている接続コードを使って録 
音した。正しい接続〕ードを使う（原12ベージ)。 



4録音レベルびルさかった。録音レベルを手動で調節して録音する（が 
日2ぺージ)。 


音び大さぐならない。 

4 FAVLSJ の設定が rOn 」 （リモコンでは FAVLS 入」）になっている。 
rOffJ (リモコンでは FAVLS 切」）にする（が57ぺージ)。 


へッドホンから音び出な 
い。 

4 U モコン付さへッドホンびしっかり差し込まれていない。本体にへッ 
ドホンプラグをしっかり差し込む。 

4プラグび巧れている。へッドホンと U モコンのプラグ部分を、乾いた 
巧などでな<。 


ほかの機器でディスクを 
再をできない。 

4 Hi - MD に対応していない機器で再生しようとした。 Hi - MD モードの 
ディスクは、 Hi - MD 対応の機器でのみ再生できる。 


編集した曲を再ましなが 

4システム上の制約で、再生しなび6早送り、早戻しするとさは通萬よじ 


ら早送0、早戻しずると、 

高速で再生するため、音びとぎれることびある。 


音びとざれる。 


ホ I 

ラジカセやアンプなどを 
使って録音した物を再生 
する、またはラジカセやア 
ンプなどをつないで再を 
ずると、片方の音び出な 
い。 

4ラジカセやアンプなどにモノラルのコードを使って接続すると 、 R 
チャンネルの音び出ない。ステレオのコードを使う（が77ページ)。 

脚 

二） 

た 
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を 

は 

MP 3 の曲を再をできな 
い。 

4本磯で再生できる MP 3 は、 SonicStage を使って廣送した MPEG -1 
Audio Laye 「-3 で、サンプ U ング周波数び 32/44. 1/48 kHz の曲のみ。 


曲の録音年月日び表示さ 
れない。 

4録音年月曰び記録されている攝合に、表示される。パソコンから廣送 
した曲の場合は表示されない。 


動作ランプびゆっくり点 
滅している。 

4再生中や再生一時停止中に編集した内容の書を込み予約を意はしてい 
る。再生を停止すると、編集した内容びディスクに書さ込まれ、動作ラ 
ンプび消灯する。 


編集する 



症げ 

原因/処置 


編集終了後、ふたび開か 
ない。 

編集終了後は rSystemFILE WRITING 」 表示び消えるまでふたは開 
かない。 


編集でさない。 

-> 編集中に電源び旅かれた、または停電になった。編集をやじ直す。 


音楽 データ がの データ 
び消去でさない。 

* 音楽データ LU がのデータは^ニューの 「 Erase 」 機能を使っても消去で 
きない。パソコンに接続して内容を確認し、消去してちよい場合はパソ 
コンとの接続をはずし、 「 Format 」 機能を使ってディスクを初期化する 
(吸53ぺージ)。 


曲をつなぐことびでさな 
い。 

-> システム上の制約で、つなごラとする曲び短い場合、前の曲とつなぐこ 
とびでさないことびある （ MD モードの攝含 r のみ)。 

-> 異なる録音モードで録音された曲はつなぐことびできない(: @*81 ペー 
ジ)。 


他機種で編集びでさない。 

-> Hi - MD や MDLP 録音モードに対応していない磯器で編集しよラとし 
た。 Hi - MD や MDLP モードに対応している機器を使う。 
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その他 

樹犬 


原因/姐置 


操作を受けつけない、ま 
たは正しく動作しない。 


4充電池を充電していない。充電する。 

4音量びかさ<なっている。音量を上げる。 

4ディスクび入っていない。ディスクを入れる。 

4 HOLD 磯能び働いている。 HOLD スイッチを矢印と反対のち向にず 
らして、 HOLD 機能を辭除する（原16ぺージ)。 

4ふたびしっかじと閉まっていない。カチッと音びするまでふたを閉め 
る。 

4結露（本機を寒い屋外から暖かい室内に持ち込んだ直後などに、内部に 
水滴び付着）している（吸72ページ)。ディスクを取り出して、そのま 
ま数時間お<。 

4 AC パワーアダプターや AC コード、 USB ケーブルびしっかり差し込 
まれていない。しっかり差し込む。 

4電池び消耗している （「LOW BATTERY 」 表おび点滅または何も表示 
されない)。充電する（吸14ぺージ)。またはコンセントにつなぐ。 

4損傷しているディスク、または録音や編集の内容などの情報び正しく 
入力されていないディスクが入っている。ディスクを入れ直したり、録 
音し直す。それでもエラー表示が出るときは、ほかのディスクと取り換 
スる。 

4内部システムび誤動作している。または、使用中、衝撃や過大な静電 
気、落雷による電源電圧の勇萬などのために強いノイズを受けている。 
すべての電源をはずし、 US 巨ケープルを拖く。約3日敕間経過してか 
5、電源を接続する。 


本イ本の表示窓が点口しな 4 メニューの 「EL Light 」 設定が FAuto Off 」 になっている状態でリモコ 

い。 ンで操作している。本体で操作する。 


60/74/80分ディスクび 
SonicStage ソフトウェ 
アで初期化した、または 
選巧した動作モードに 
なつていない。 


4目0/74/8日分のブランクディスクを本機で使ラ攝合、動作モードはメ 
ニューの 「Disc Mode 」 0」モコンでは「ディスクモード」）の設定に 
従ラ。希望の動作モードに設定する（が58ページ)。 
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メッセ—ジー 

見 

症状 

原因/処置 

ACCESS 

-> 本機びパソコンに接続されている状態で、ディスクにデータを書き込 
んでいる、またはディスクにあるデータを読み込んでいる。しばらく 
待っ。 

ACCESS ERROR 

-> 本機びパソコンに接続されている状態で、ディスクへのアクセスに失 
敗した。つなぎ直す。ディスクを入れ直す。 

AUDIO FILE ERROR 

-> 録音や再生びでさないディスクび入っている。音楽データまたは管理 
ファイルび壊れている。ほかのディスクと取り換える。 

AVLS 

NO VOL OPERATION 

->「 AVLS 」 の設定び rOn 」（ U モコンでは 「 AVLS 入」）になっているの 
で、これな上音量をあげられない（劳己7ページ)。 「 Off 」 （リモコンで 
は 「 AVLS 切」）にする。 

BLANKDISC 

-> 何ち録音、保存されていないディスクび入っている。 

BUSY WAIT A 

MOMENT 

-> ディスクの情報を読んでいる。録音または編集の内容の処理をしてい 
る。しば6く待つ。1分ほどかかる場合びある。 

CANNOT EDIT 

-> 録音モードの異なる曲を1つにつなげよラとした。 

-> ディスクの先頭曲を選んで、曲をつなげようとした。 

-> トラックマークの上にトラックマークをつけよラとした。 

-> 巧をつなげると1曲の長さび999分日9秒を超える。つないだ後、1曲 
の長さび999分日9砂を超える場合、曲をつなぐことはでさない。 

-> 録音中に本体メニューの 「 Edit 」 を選んだ、またはリモコン方ニューの 
「タイトル入力 （Title I 叩山)」を選んだ。 

-> 停止中切がでメニューの 「 Format 」 を選んだ。本機を停止する。 

-> 本機で編集でさない文字び含まれている名前を変更しよラとした。 

CANNOT OPERATE 

-> シンク□録音中に本体の H または T MARK 、 U モコンの P MODE / 
みを押した。 

-> スピードコント□ール機能を使用中に U モコンの SOUND を押した 
-> MD モードでお使いのディスクでディスク名故がのタイトル編集中、 
または Hi - MD モードでお使いのディスクでタイトル編集中に、本体 
の T MARK ボタンを2砂料上押した（承82ぺージ)。 

CANNOT PLAY 

-> 再生制限びかかっている曲を再生しよラとした。 

-> 本機では再生でさない MP 3 の曲を再生しよラとしている。本機で再 
生できる MP 3 は、 SonicStage を使って乾送した MPEG -1 Audio 
Laye 「-3 で、サンプリング周波数び 32/44.1/48 kHz の曲のみ。 

CANNOT SET 

-> 録音中または録音一時停止中に本体方ニューの 「REC Mode 」、 
[Group RECJ を選んだ、または U モコン><ニューの「スピードコン 
卜□—ル （ SpeedControl )」 を選んだ。 

-> デジタル録音中、録音一時停止中にメニューの 「Time Mark 」 を選ん 
だ。 

-> シンク□録音一時停止中にメニューの 「REC Level 」 を選んだ。 

-> 停止中または録音一時停止中ではないとさに、^ニューの 「REC 
Level 」 を選んだ。 

-> メニューの 「REC Level 」 び 「 Manual 」 に設定されているときに、 
「 MIC 冉 GC 」 を選んだ。 
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巧のぺージにつづく一^ 


症が 

原因/処置 

CHARGE 

+ 5 t ； 〜 +35 t ；/41 F -95 F 

指定温度ではないところで充電しよラとした。指定温度の麗囲内 
(+日で〜+ 35む）で充電する。 

DATA SAVE 

録音や編集した内容をディスクに書き込んでいる。しば6く待つ。 
(衝撃を与えたり、電源を旅いたりしない。） 

DC IN TOO H に H 

電源電圧が高い（指定の AC パワーアダプター、冉 C コードを巧ってい 
ない)。指定の冉 C パワーアダプター、 AC コードを使ラ。 

DISC FULL 

-> ディスクの空き容量びないのに、録音しようとした。 

END 

再生中、ジョグレバーを FFCU モコンでは ►►!) 側に動かしていると 
さに、再生対象の最樓の曲の終わじまで到達した。またはディスクの 
最撥に到達しているときにジョグレバー (►-/ ENT ) (リモコンでは 
► II / ENT ) を押した。 

ERROR 

内部システムび誤動作している。または、使用中、衝撃や過大な静電 
気、落雷による電源電圧の勇南などのために強いノイズを受けてい 
る。すべての電源をはずし、 US 巨ケープルを振く。約3日秒間経過して 
か6、電源を接続する。 

FORMAT 

ERROR DISC 

本機び対応していないフォーマットのディスクび挿入された。 MD ま 
たは Hi - MD フォーマットのディスクを入れる。 

-> パソコンで SonicStageiU 外でフォーマットされたディスクび挿入 
された。パソコンでフォーマットするときは必ず SonicS ね ge を使っ 
てフオーマツトする。 

HOLD 

-> HOLD 機能び働いている。 HOLD スイッチを矢印と反対の方向にず 
らして、 HOLD 機能を解除する（吸16ぺージ)。 

IN MENU 

-> 本体でメニュー操作中、 U モコンで操作した。本体で操作する。 I 」モコ 
ンで方ニュー操作中、本体で操作した。リモコンで操作する。 

LINE OUT 

NO VOL OPERATION 

-> メニューの 「Audio Out 」 が 「Line Out 」 に設定されているとき、音量 
を調節しようとした 。 「Audio Out 」 の設定を 「 Headphone 」 にする 
(原58ぺージ)。 

LOW BATTERY 

-> 電池び消耗した。充電池を充電し直す（劳14ページ)。 

MEMORY OVER 

-> 振動のあるところで録音を始めた。振動のないところで巧う。 

NO 

BookmarkedTRACK 

-> ブックマーク登録している曲び入っていないディスクで、再生モード 
を「ブックマーク再生 ( BookmarkPlay ) J にした。ブックマークをつ 
ける （@*43 ベージ)。 

NO DIGITAL COPY 

-> シ U アルコピーマネジメントシステム （ SCMS ) により、ダビングは 
禁止されている。アナ□グ録音する （@*38 ページ)。 

NOD に C 

-> ディスクが入っていない。ディスクを入れる。 

NO GROUP 

-> グループがないディスクで本体^ニューの [Group Erase 」 または 
「Group Move 」 を選んだ。 U モコンメニューの「タイトル入力 (Title 
Input )」- 「グループ名入力 （ Group )」 を選んだ。 

NO INPUT SIGNAL 

-> デジタル信号び途切れた。接続を確かゆる。アナ n グ入力するとさは 
無視する。 

NO TRACK 

何も録音されていない Hi - MD モードのディスクび入っている。 

NON GROUPED 

TRACK 

-> グループに入っていない曲を選んだ状態で、本体メニューの 「Group 
Erase 」 または [Group Move 」 を選んだ。リモコンメニューの「夕 
イトル入力 （Title Input )」 -r グループ名入力 （ Group )」 を選んだ。 



症げ 

原因/処置 

P/B ONLY DISC 

-> 再生専用ディスクに録音•編集しよラとした。録音用ディスクを入れ 
る。 

PC—MD 

-> 本機びパソコンに接続されている状態で、本体または1」モコンの操作 
をした。パソコンとの接続をはずす（が23ぺージ)。 

PLAY MODE 

-> 1」モコンで再生モードの選択中に本体の操作をした。 

PROTECTED DISC 

-> ディスクび誤消去防止状態になっている。誤消去防止つまみを戻す 
(が71ぺージ)。 

PUSH STOP BUTTON 

-> 本機びパソコンに接続されている状態で、本機びディスクの情報を記 
録しているとさに、 OPEN ボタンを押してふたを開けよラとした。 
rSystemFILE WRITING 」 表示び消えるのを待つ。 

READ ERROR 

-> ディスクの情報を正しく読み取れなかった。ディスクを入れ直す。 

REC ERROR 

-> 正し<録音でさなかった。振動のない場所で録音し直す。 

-> ディスクびひどく巧れている、またはディスクび規格外である。ディ 
スクを交換し、録音しなおす。 

RECONNECT USB 

-> 本機びパソコンに認識されていない状態で操作した。 US 巳ケースレ 
を接続し直す。 

REHEARSAL 

-> 本体でディバイド UA —サル中（原47ページ）に U モコンで操作をし 
た。本体で操作する。 

SORTING 

-> 再生モードで「アーティスト再生 (Artist Play )」 または「アルバム再 
生 ( Album 円 ay )」 を選んだ後、ディスクの中の曲を並べ換えている。 
しば6 く待つ。 

SOUND 

-> リモコンでサウンド設定をしているとさに本体で操作をした。 U モコ 
ンで操作する。 

STANDBY 

-> 本機びパソコンに接続されている状態で、一度データをディスクに書 
さ込んだ後、すぐに次のデータの書さ込みを始められる状態になって 
いる。 「 STANDBY 」 表示び消えているときにデータを書き込もうとす 
ると、書さ込みを始めるまでにかし時間びかかる。 

SystemFII_E WRITING 

-> システムファイルを書き込んでいる。しばらく待つ（毎7已ぺージ)。 

TEMP OVER 

REC STOP 

-> 録音中、本機の温度び高くなりすざたため、録音を停止した。涼しいと 
ころでしばらく休ませる。 

TitleFULL 

-> 曲名やグループ名、ディスク名などを200文字を超えて入力しよラと 
した。名前の合計約日5,000文字 （ Hi - MD モードの場合）または約 

1,7日日文字 （ MD モードの場合）を超えて入力しよラとした。名前を短 
くする（货日6ぺージ)。 

TOC DATA ERROR 

-> ディスク情報を正しく読み取れなかった。ほかのディスクと取り換え 
る。 

TRACK FROM PC 

NO EDIT 

-> パソコンから乾送した曲や MD Simple Burner で Hi - MD モードで 
録音した曲を、分けたりつなげたりしよラとした。 

TRACK FROM PC 

NO REC 

-> パソコンから転送した曲や MD Simple Burner で Hi - MD モードで 
録音した曲の間に、挿入録音しよつとした。 

TRACK FULL 

-> 巧まの含計び Hi - MD モードでお使いのディスクで 2,047、 MD モード 
でお使いのディスクで2己4を超える曲数を録音しよラとした。曲を削 
除する（原日3ページ)。 


困 

二） 

た 

と 

を 
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その他 


使用上のごを意 

分解しないで<ださい 

S ニディスク レコーダーに 使われている レーヴー 
び目にあたるとを険です。 


巧ぎピックアップのレンズに触れな 
いで<ださい 

ディスクを読み取るレンズびミちれると、音飛びび 
起をたり、再生でさなくなった0する場合びあ0 
ます。また、ほこ0びつかないよラに、ディスク 
の出し入れな外は&たを必ず閉じておいて<だ 
さし、。 


AC パワーアダプター、 AC コード 
にごいて 

• ACJ くワーアダプター、 AC コードは容易に手 
び届くよラな電源コンセントに接続し、異常び 
生じた場合は速やかにコンセントから旅いてく 
ださい。 

• AC パワーアダプター、 AC コードをご使用時 
は、 iU 下の点にご注意くださし、。 

一本機を棚や組み込み式キャビネットなどの狭 
い場所に置かないでください。 

一火災や感電の危険をさけるために、水のかか 
る場所や湿気のある場所では使用しないでく 
ださい。また、本磯の上に花瓶など、水の入つ 
たものを置かないでください。 


曰本国巧での巧電池の巧案について 



1」チウムイオン電池は1」サイク 
ルでをます。不要になった1」チ 
ウムイオン電池は、金属部にセ 
n ノ V ンテープなどの絶縁テープ 


Li-ion 


を貼つて1」ヴイク j レ協力店へお 
持ちくださし、。 


充電池の回収 ■ U サイクルおよび IJ サイクル協力 
店に関ずるお問い合わせ先については、有限責任 
中間ま人 http :// www . jbrc . net / hp / contents / 
index . html を参照してくださし、。 


取0巧いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしないで 
<ださい。誤作動したり、記録でをなくなるだ 
けでなく、ディスクび使えな < なったり、保を 
済みのデータび壊れることびあり、故障の原因 
になります。 

• U モコンやへッドホンのコードを強く引っぱら 
ないでください。 

• 次のよラな場所には置かないで<ださい。 

一温度び非常に高いところ（6日じ挡上） 

一直射曰光のあたる場所や暖房器具の近< 
一窓を閉めきった自動車内（特に夏期） 

一風呂場など湿気のをいところ 
一磁石、スピーカー、テレビなど磁気を帯びた 
わのの近く 

-ほこりの多いところ 

• 温度び高いところ （40 じ挡上）や低いところ 
めで政下）では表示び見に< くなった0、表示 
の変わりかたびゆっくりになることびありま 
す。常温に戻れば元に戻りまず。 

•キヤリングポーチには、本体と一緒に硬いもの 
を入れないで<ださい。塗装びはびれたり、傷 
の原因になります。 

• 読み込み中や書き込み中にディスクを抜いた 
り、 US 巳ケーブルを旅いたりしないでくださ 
し、。正常に録音されなかったり、録音した音楽 
データび失われることびあります。 

• 静電気や電気的ノイズの影響を受ける場所で使 
用した場合、正常に録音されなかったり、録音 
した音楽データび失われることびあります。 

• この取扱説明書で説明しているな外の変更や改 
造を巧った場合、本機を使用できなくなること 
びあ0ますので、ごま意< ださい。 

通度上昇について 

充電中および長時間お使いになったときに、本体 

の温度び上昇することびありますび、故障ではあ 

りません。 


動作音について 

本機は省電力の動作ち式になっています。そのた 
め、動作中は断続的に動作音びしますび、故障で 
はありません。 
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巧電にごいて 

• 充電には必ず、付属の AC パワーアダフター、 
AC コード、 US 巨ケープルをお使いください。 

• 充電中は、本体び熱くなりますび、危険はあり 
ません。 

• 充分に充電してを使える時間び通常の半分くら 
いになったときは、新しい充電池と交換してく 
ださし、。 

• 長い間お使いにならないとさは AC コードをコ 
ンセントから旅いてください。さらに、充電池 
を取り外して湿度の低い涼しい場所で保管して 
ください。保管する際は、充電池の祟化を防ぐ 
ため、充電池を使い切った状態や、100%充電 
の状態で保管しないで < ださい。 

ディスクの取0巧いについて 

• ミニディスク自体はカート U ツジに収納され、 
3ミや指紋を気にせず手軽に扱えるよラになっ 
ています。ただし、カート U ツジのよごれや反 
りなどび誤動作の原因になることわあります。 
いつまでも美しい音で楽しめるよラになのこと 
にご注意ください。 

ーシヤッターを手で開けない 
無理に開けるとこわれます。 



シャッターカートリッジ 

一持ち運ぶときや保管するとをはケース 
に入れる 

一置さ場所について 

直射日光びあたるところなど温度の高いとこ 
ろやミ显度の高いところには置かないでくださ 
し、。また、砂浜など、ディスクに砂び入る可能 
性びあるところには放置しないでくださし、。 

一定期的にお手入れを 
カート I 」ッジ表面についたほこりやを、 
乾いた布でふきとってください。 

• ディスクに付属のラベルは所定 iU 外の位置に貼 
らないで < ださい。必ず、ラベル用の < ぼみに 
合わせてしっかり貼ってください。 


誤消去防止つまみについて 

録音したわのを誤って消さないために、誤消去防 
止つまみをずらして巧び開いた状態にします。つ 
まみをずらして巧び開いた状態にすると、録音や 
編集びできません。録音や編集をずるときはつま 
みを閉めます。 


ディスク裏面 誤消去防止つまみ 



録音•編集でをる 


万一故障した場合は、内部を開けずに、お買い上 
げ店またはソニーのサービス窓□にご相談くだ 
さし、。（ディスクび本体に入っているときに故障 
した場合は、故障原因の早期解決のため、ディス 
クを入れたままご相談されることをおずずめし 
ます。） 

へッドホンにごいて 

• 付属のへッドホンをご使用中、目几に合わないと 
感じたとをは早めに使用を中止して医師または 
ソニーの相談窓 □ (@^87 ページ）に相談してく 
ださい。 

• 付属のへッドホンは、音量を上げすざると音び 
外にちれまず。音量を上げすぎてまわりの人に 
迷惑にならないよラに気をつけましよう。 
雑音の多いところでは音量を上げてしまいびち 
ですび、 へッ ドホンで聞くときはいつも呼びか 
けられて返事びでをる < らいの音量を目安にし 
て < ださい。 

y モコンにごいて 

付属の U モコンは本機専用です。また、他機種に 
付属のリモコンで、本機の操作はでをません。 


その他 
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お手入れにごいて 

表面や表示窓び巧れたとをは 

水気をかし含ませた柔らかい巧で軽く&いたあ 
と、からぶきします。シンナー、ベンジン、アル 
コールなどは表面をいためますので使わないで 
ください。 

へッドホンおよぴリモコンのプラグのお手入 
れについて 

プラグび巧れていると雑音や音飛びの原因にな 
ることびあります。常によい音でお聞さいただく 
ために、プラグをとさどさ柔らかい巧でからぶき 
し、清潔に保ってください。 

巧電池の端子のお手入れについて 

定期的に巧電池の端子を綿棒や柔らかレ巧など 
でをれいにして < ださい。 



結露について 

お露とは、本機を寒い場所から急に暖かい場所へ 
持ち込んだときなどに、本機の内部や外部に水滴 
び付くことでず。この状態で使ラと、故障の原因 
になります。 

結露が起こりやずいのは 

スキー場のゲレンデから暖房の効いた場所へ持 
ち込んだとを、冷房の効いた部屋や車内から暑い 
屋外へ持ち出したとさ、などです。 

結露を起こりにく <ずるために 

本機を寒いところから急に暖かい所に持ち込む 
ときは、ビニール袋に本機を入れて、空気び入ら 
ないよラに密閉して < ださい。約1時間放置し、 
移動先の温度になじんでから取り出します。 

結露が起きたとさは 

電源を切って結露びなくなるまで約1時間放置 
し、結露びなくなってから使ってください。 


保証書と アフター 
サービス 

巧註書 

• この製品には保記書び添付されていますので、 
お買レ上げの際お買い上げ店でお受け取りくだ 
さぃ。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラ 
え、大切に保ちしてください。 

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いとをはまずチェックを 

この説日月書をわラー度ご覽になってお調べ < だ 
ごし、。 

それでち具合び悪いときはサービスへ 

ソこ一の相談窓 □ (が87ぺージ）またはお買い 
上げ店、添付の「ソニーご相談窓□のご案内」に 
あるお近くのソニーサービス窓□にご相談くだ 
さぃ。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
きます。詳しくは保証書をご覧くださし、。 

保記期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望に 
より有料修理させていただをます。 

部品の巧有期間について 

当社では、ポータブルミニディスクプレーヤーの 
補修用性能部品（製品の機能を維持するために必 
要な部品）を、製造打ち切り後8年間保有してい 
ます。この部品保有期間を修理巧能の期間とさせ 
てレたださます。保有期間び経過した媛ち、故障 
箇所によっては修理巧能の場合びありますので、 
ソニーの相談窓 □ (原 "87 ぺージ）またはお買い 
上げ店、ソニーのサービス窓□にご相談<ださ 
し、。 
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主な仕様 


お式 

S ニディスクデジタルオーディオシステム 

フオーマット 

S ニディスクシステム、 Hi - MD システム 

録音方式 

磁界変調光学方式 

再生読み取り方式 

非接触光学読み取0 ( 半導体レーヴー使用） 

録音再生時間 

り枚のディスクに録音できる時間は？」（祭78 
ページ） 

回乾数 

約350 「pm 〜3,600 rpm に LV ) 

エラー訂正方式 

Hi - MD ： 

LDC (Long Distance Code )/ 目 IS (Burst 
Indicator Subcode ) 

MD ： 

ACIRC (Advanced Cross Interleave Reed 
Solomon Code ) 

サンプリング周液数 
44.1 kHz 

サンプリングレートコンバ’ーター 

光（デジタル）入力； 32 kHz /44.1 kHz /48 kHz 

巧応才ーディオフォーマット 

録音： 

リニア PCM (44.1 kHz /16 ビット） 
ATRAC 3 plus ( Hi - SP 、 Hi - LP ) 

ATRAC 3 ( LP 2、 LP 4) 

ATRAC ( SP ) 

再生： 

U ニア PCM 
ATRACSplus 
ATRAC 3 
ATRAC 

MP 3 ( MPEG -1 Audio Laye 「-3、 ヴンプ U ング 
周波数 32/44.1/48 kHz 、 ビットレート 32-320 
kbps (固定/可変ビットレート )） 

ATRAC とは Adaptive TRansform Acoustic 
Coding の略です。 


変調ち式 

Hi - MD ： 

1-7 RLL (Run Length Limited)/PRML (Partial 
Response Maximum Likelihood ) 

MD : 

EFM (Eight to Fourteen Modulation ) 

周液数特性（光デジタル • アナ□グ入力時） 

20〜20,000 Hz ± 3 d 目 

入力端子* 

M に (PLUG IN POWER )： ステレオミニジ ャッ 
ク（最小入カレベル0.13 mV ) 

LINE IN ( OPT ): アナ n ヴ時ステレオミニ 
ジャック（最 v 」\ 入カレベル49 mV )、 光デジタル 
時光 S ニジャック 

出力端子 

Q/LINE OUT : ステレオミニジャック（専用 U モ 
コンジャック）/規定出力 194 mV (10 kQ ) 

実用最大出力 （ DC 時）## 

へッ ドホン：己 mW + 日 mW (16 Q ) 

電源 

充電式 U チウムイオン電池 UP -4 WM 、3.7 V 、 
370 mAh 、 Li-ion 1個 
AC バワーアダプター、 DC 己 V 、 

AC 100〜24日 V 、50/60 Hz 

動作温度 

+己で〜+ 3己で 

電池持続時間## 

「充電池の使用可能時間」（が17ページ） 

本体寸法 

約 83.8 X 84.4 X 14.7 mm 
(幅/高さ/奥行さ、突起部含まず） 

最大がお寸法## 

約 87.7 X 87.7 X 17.3 mm 
(幅/高さ/奥行を） 

質量 

約96 g (本体のみ） 

約10目 g (充電式電池含む） 

* 光デジタル入力とアナ n グ入力は兼用 ジャッ 
ク 

** J 曰 TA ( 電子情報技術産業協会）規格による測 
定値です。 

本機は、ドルビーラボラト U —ズの米国及び外国 
特許に基づく許諾製品です。 

本機の仕様および外観は、改良のたゆ予告な<変 
要することびあ0ますび、ご了承ください。 


その他 


製造年は、本体のふたを開けた内側に表示されて 
います。 
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MD 知つ得 Q&A 


知ってお<と便利でず 

ここではポータブル MD レコーターをお使いになる際に知っておくと便利な情報を、 Q&A 
お式で簡単に説明します。 


Hi - MD / MD - 般 


Q 1: Hi - MD とは？ 

A 1: Hi - MD とは、新しいミニディスクの フォーマツ トです。従来のミニディスクか5、 
ディスクの記録方式を変え、さ5に長時間の録音び巧能になりました。また、パソ 
コンの外部機器として、音楽データし义^のデータ（例えば、テキストデータや画像 
データ）も S ニディスクに記憶することびできます。 

Q 2: ATRAC とは？ 

A 2: ATRAC (Adaptive TRansform Acoustic Coding ) は 、 ATRAC ( これまでの 
MD フォーマツトの SP モード）、 ATRAC 3 ( LP 2/ LP 4 モード)、および 
ATRACSplus ( Hi - SP / Hi 丄 P モード）の総称で、高音質と高圧縮を両立させた音 
声圧縮技術です。 ATRAC 3 では音声データを CD の約10分の1に圧縮でを、 
ATRACSplus では約20分の"こ圧縮できます。 

Q 3: Hi - MD モードと MD モードとは？ 

A 3: 本機は 「 Hi - MD 」 と 「 MD 」 の2つのモードを持ち、挿入されたディスクによって、 
モードび切り誓わります。 


ディスク 


モード 

Hi - MD 規格専用 1 GB ディスク 

Hi-MD 

60/74/80分 
ディスク 

ブランクディスク 

メニューの 「Disc Mode 」 （跟日8ぺージ）の設定に 
従います。 


Hi - MD モードで録音さ 
れた音楽が入っている 

Hi-MD 


MD モードで録音され 
た音楽び入っている 

MD 


Q 4: y ニア PCM とは？ 

A 4: デジタル圧縮しない音声記録方式です。この方式で録音すると、 CD と同じ音賢 
を楽しむことびでをます。 
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Q 5: r システムフアイ JW とは？ 

A 5: 音声政外の情報を記録するミニディスク上の領域です。 

どの巧び何曲目で、ディスクのどこにあるかなどを記録しています。ミニディス 
クび本だとすると、索引や目次にあたります。 

録音やトラックマークの記録-削除、巧の移動などの隙、 S ニディスクレコーダー 
はシステムファイルの書を換え作業を行います（この間は画面に 「SystemFILE 
WRITING 」 び表示されます)。この間はディスクへの記録をしていますので、衝 
撃を与えたり、電源を抜いたりしないで<ださい。記録び正しく行われないばか 
りか、ディスクの内容び失われることびありまず。 

Q 6： サンプ y ングレートとは？ 

A 6: ヴンプ U ングレートとは1秒間の音声をどれだけの量のデジタル信号にするかを 
表す数値です。 

一般に数値び大きいほど高音質になります。サンプリングレートの異なる機器同 
±では、通常デジタル信号によるダビングはできません。これを可能にするのび、 
ヴンプ U ングレートコンバーターです。コンバーターは、デジタル信号をほかの 
ヴンプ U ングレート用のデジタル信号に変換します。本機はこのコンバーターを 
内蔵しています。光デジタル入力端子に入ってをたヴンプ U ングレートの異なる 
信号 （ BS チューナー :32 kHz , DAT :48 kHz など）は、コンパーターによって、 

MD のヴンプ U ングレート (44.1 kHz ) に変換されて録音されます。 

Q 7: ATRAC / ATRAC 3 用 DSPTYPE-S 

A 7: ソニーの八イスペック MD デッキに搭載されている ATRAC 用 DSPTYPE - S を 
採用しています。 MDLP モード暫132/105/66 kbps で転送された巧の再生時に 
高音質で楽しめます。また、この DSP には ATRAC 用 DSP TYPE - R の演算能力 
も継承されていますので、 TYPE - S または TYPE - R 対応機器で SP ステレオ録音 
された巧の再生にち優れています。 

Q 8: Net MD とは？ 

A 8: パソコン内に入っている音楽データを、 US 巨ケーブルをかしてミニディスクに録 
音でをる規格です。 

従来の MD び録音できる音源の種類は、マイクやアナ□グ入力か5のアナ□グ音 
源または、音楽 CD などからの PCM 音源のみだったため、パソコンからの録音は 
不可能でした。しかし、 「 OpenMG 」 1 と [ MagicGateJ のという著作権保護技 
術に基づいた音楽管理ソフト （ SonicS ね ge など）を使って 「 ATRAC 」 の、 
「 ATRAC 3」 のといラ音楽データの形式に変換することにより、 MD への録音び巧 
能となりました。 

" パソコンに取り込まれた CD などの音楽データを管理するための著作権技術 
3パソコンと Net MD 機器の間で、お互いび著作権保護に対応しているかの認証を巧ラほ術 
W 従来の MD の録音時に変換される形式 


MD 知つ得 Q&A 
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巧立 
跡 曰 

Q 1: MD では何が録音できるの？ 

A 1 :アナ□グ入力とデジタル入力、両方の録音びでをます。本機ではアナ□グ入力、デ 
ジタル入力に LINE IN ( OPT ) ジャック（パソコンか5の入力では US 目接続用 
ジャック）を使います。 


アナ□グ入力 


録音元 

出力端子 

おが 

使ラヶーブル 1 > 

テレビ、ラジオ、 
カセット、 CD 、 

MD 、 ラジカセ、 
ステレオコンボ、 
アンプなど 

LINE OUT 

AUX OUT 

REC OUT など 

ピンジャック 

ピンプラグ^ステレオミニプラグ 
( RK - G 129 など） 

4 £3] 1111 k . 

ステレオ S 二 
ジャック 

@ 

ステレオ S ニプラグ'•■••ステレオ S 二 
プラグ （ RK - G 136 など） 

HEADPHONES 

Phones 

0 •なとろ 

ステレオ S 二 

ジャック 3 ) 

( Headphones ) 

⑥ 

ステレオ S ニプラグ'•■►ステレオ S 二 
プラグ （ RK - G 136 など） 

マイク 

— 

— 

マイク：ステレオミニプラグ 
( ECM - MS 907 など） 


"詳しくは「別売りアクセサ I 」一」（を12ページ）をご覧ください。 

2 )録音レベルを調節してください（煩■己2ぺージ')。 

のへッドホンジャックの巧径び3.日 mm より太いとき（巧径目. 3 mm ) は、フラグアダプター PC -234 S ま 
たは PC -234 HS をお使いください。 


デジタル入力 


録音元 

出力端子 

おが 

使ラケーブル 1 > 

CD 、 MD 、 DAT 、 
DVD 、 BS、CS 放 
送など 

OPT に冉 L OUT 
DIGITAL OUT 

などろ 

光角型ジャック 

◎ 

光角型プラグ■•■•■光ミニプラグ 
( P 0 C -15 A 目など） 

ご〕 口か 



光ミニジャック 

@ 

光 S ニプラグ■•■►光ミニプラグ 
( P 0 C -15 B など） 

パソコン 3 ) 

USB 

USB 

US 巳ケーブル ( Hi - MD/Net MD 磯器 
に付属） 
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詳しくは「別売りアクセサ U —」 （を12ぺージ）をご覧ください。 
3同軸 （ COAXIAL ) の出力端子からは録音でさません。 

の Hi - MD/Net MD 対応機器でのみ録音でをます。 






Q 2: デジタル録音とアナログ録音は何び違うの？ 

A 2: デジタル録音（光デジタル入力）とアナ□グ録音（アナ□グ入力）ではなのよう 
な違いびあ0ます。 


入力の種類 

相違点 

光デジタル入力 

アナ□グ入力 

録音元から送られる信号 

デジタル信号 

アナ□グ信号 

CD などデジタル方式のものを 
録音元としてち、本機にはアナ 
□グ信号として送られる。 

トラックマーク（曲番）の 
つちかだ 

トラックマーク（曲ま）のつさかた* 

• 音源び CD や MD の場合、録音元 
と同じ場所に自動的につく。 

• 音源び CD や MD け外の場合、2 
秒故上の無音（が80ページ）やか 
さな音び続いた攝所につ<。 

• 録音を一時停止したところで自動 
的につく。（シンク□録音中は3 
秒故上の無音が続いた場合） 

• 2秒な上の無音（@"8日ぺ一 
ジ）やルさな音が続いた場所 
につ<。 

• 歸音を一時停止したところで 
自動的につ<。 

録音される音の大ささ 

録音元と同じ。 

手動でち調節でさます（デジタル 
REC レベルコント□ール）（「手動で 
録音レベルを調節する」日2ペー 
ジ)。 

設定により自動調節されます 
び、手動でち調節でさます（「手 
動で録音レベルを調節する」坂 
己2ページ)。 


不要なトラックマークびついた場合、録音後に消してください（が48ページ)。 


次のよラな場合、録音元と同じ位置にトラック7—クび記録されないことびあります。 

•一部の CD プレーヤーやマルチディスクプレーヤーから、光デジタル入力で録音ずる場合 
• CD や MD ソフトをプ n グラム演奏などにして光デジタル入力で録音ずる場合（このよラな場合には、 
録音元を通常の再生状態にしてミニディスクに録音してくださし、。） 

• BS 、 CS 放送のま組を光デジタル入力で録音する場合 

Q 3: ステレオプラグとモノラルプラグの見分けかたは？ 

A 3: ステレオプラグ： モノラルプラグ： 

絶縁の帯が 2 つ 絶縁の帯が 1 つ 

絶縁の帯 絶縁の帯 


MD 知つ得 Q&A 
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Q 4:1 巧のディスクに録音できる時間は？ 

A 4: ディスクの種類と録音/転送モードによって録音時間は異なります。なの表で録 
音時間を確認してください。 

Hi-MD モードでお使いの場合 


本機で録音ずる場合 


録音時間* 


コーデック/ 本機での 

ビットレート 録音モード 

Hi - MD 規格専用 8 日分ディスク 
1 GB ディスク 

74分ディスク 

目日分ディスク 

リニア PCM / PCM 

1.4 Mbps 

約1時間34分 

約28分 

約26分 

約21分 

ATRAC 

ATRAC 3 plus / Hi-SP 
256 kbps 

約7時間日5分 

約2時間2日分 

約2時間10分 

約1時間40分 

ATRAC 3 plus / Hi-LP 
64 kbps 

約34時間 

約10時間1日分約9時間2日分 

約7時間40分 

バソコンから転送ずる場合 


録音時間* 


コーデツク/ビツトレート 

Hi - MD 規格専用 
1 GB ディスク 

80分ディスク 

74分ディスク 

6日分ディスク 

U ニア PCM /1.4 Mbps 

約1時間34分 

約28分 

約26分 

約21分 

ATRAC 

ATRAC 3 plus /352 kbps 

約5時間30分 

約1時間3己分 

約1時間30分 

約1時間1日分 

ATRAC 3 plus /256 kbps 

約7時間55分 

約2時間2日分 

約2時間10分 

約1時間4日分 

ATRAC 3 plus /192 kbps 

約11時間 

約3時間1日分 

約3時間 

約2時間2日分 

ATRAC 3 plus /64 kbps 

約34時間 

約1日時間10分 

約9時間20分 

約7時間4日分 

ATRAC 3 plus /48 kbps 

約4日時間 

約13時間30分 

約12時間30分 

約1日時間 

ATRAC 3/132 kbps 

約16時間30分 

約4時間日日分 

約4時間30分 

約3時間4日分 

ATRAC 3/1 日日 kbps 

約2日時間40分 

約目時間1日分 

約己時間40分 

約4時間4日分 

ATRAC 3/66 kbps 

約32時間40分 

約9時間日日分 

約目時間 

約7時間2日分 

MP 3**/128 kbps 

約17時間 

約己時間 

約4時間30分 

約3時間3日分 

MD モードでお使いの場合 

本機で録音ずる場合 


録音時間* 


コーデック/ビットレート本磯での録音モード 

80分ディスク 

74分ディスク 

目0分ディスク 

ATRAC 

ATRAC /292 kbps SP 

約1時間20分 

約1時間14分 

約1時間 

ATRAC 3/132 kbps LP 2 

約2時間40分 

約2時間28分 

約2時間 

ATRAC 3/66 kbps LP 4 

約5時間20分 

約4時間56分 

約4時間 
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バソコンから転送ずる場合 録音時間* 


コーデック/ビットレート 

8日分ディスク 

74分ディスク 

60分ディスク 

ATRAC 

ステレオ乾送 ATRAC /292 kbps 

約1時間2日分 

約1時間14分 

約1時間 

ATRAC 3/132.105 kbps 

約2時間4日分 

約2時間28分 

約2時間 

ATRAC 3/66 kbps 

約5時間2日分 

約4時間日6分 

約4時間 


1 曲 4 分の巧を乾送した場合 

MPEG-1 Audio 1_3乂6「-3/ヴンフ|」ング周波数44.11<化/固定ビッ トレートのファイル形式 


Q 5: 再をでをる機器は？ 

A 5: 本機で録音したディスク、またはパソコンか5転送したディスクの場合、ディス 
クの種類とフォーマツトによって再生でをる機器び異なります。なの表で確認し 
て < ださし、。 


ディスク 

フォー マット 


再生できる機器 


Hi - MD 対応機器 1) 

MDLP 対応機器 2) 

MDLP 非対応機器 

Hi - MD 規格専用 

Hi-MD 

O 

X 

X 

1 G 目ディスク 





60/74/80分 

Hi-MD 

O 

X 

X 

ディスク 

MDLP 

O 

〇 

X 


MD 

O 

〇 

〇 


り質^51?または刷。 MD n 二!’のある機器 
2 >网己]击または MDLP n ゴのみある機器 


Q 6: 巧デジタル出カジャックがない機おか6録音できますか？ 

A 6: デジタル録音はできませんび、アナ□グ出カジャック （LINE OUT/AUX OUT / 
REC OUT/CD OUT ジャック、へッドホンジャックなど）を使えば、アナ□グ録 
音はでをます。 

へッドホンジャックか5録音する場合、音び歪まないよラに、つないだ先の機器 
の音量を調節して < ださい。 

録音レベルの調節のしかたについて詳し < は、「手動で録音レベルを調節する」 
(受己2ぺ—ジ）をご覧ください。 

Q 7: デジタル録音をしたディスクをほかのディスクに録音できまずか？ 

A 7: CD や再生専用 MD などの市販ソフトか5、光デジタル入力端テを使って録音し 
たミニディスクは、さらにほかの機器でデジタル録音することはできません 
本機は、音楽ソフトの着作権を保護するため、「シリアルコピーマネジ;><ントシス 
テム （ SCMS )」 に準拠しています。光デジタル入力で録音した S ニディスクを別 
のミニディスクに録音するには、アナ□グ入力 （LINE IN ) を使ってください。 


MD 知つ得 Q&A 
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CD または再生専用 MD などの市販ソフト 


マイク□ホン、レコードプ 
レーヤー、チューナーなど 
(アナ□グ出力端子付を） 



A デジタル録音巧 

ra 

_ p U II _ lb 

親世巧のデジタル モ世巧の 
ディスク 録音不可 ディスク 



アナ□グ録き 



親巧げの 
ディスク 



デジタル録音可 


国み De 

子世巧の デジタル 孫世げの 
ディスク 録音不可 ディスク 


著作権を保護するためのコピーコントル信号を陳去、改変してコピーを作成することは、個人として 
楽しむ目的であってわま律で禁止されています。 

Q 8: MD の曲香はどラやつてつくの？ 

A 8: CD など巧番のついたメディアか日録音した場合、レコーダーは次のような条件 
で ffi 蚕をつけます。 

デジタル入力か5の録音^録音元のじ0などと同じところにつく。 

アナ〇グ入力か5の録音^2砂間料上無音状態び続さ、その後音声び入ってさた 
とをにつく。 

なお、 CD で「-0:03」から新しし他蚕び始まっているときは、0:00になった時点 
で MD に新しい®蚕びつさます。 

Q 9: お音レベルとは？ 

A 9: 本機ではアナ□グ入力時は約 4.8 mV (Manual REC 時を除<)、光デジタル入力 
時はフルビットを日 d 巨とした場合、約-89 d 目 UTF の入カレベルです。 

Q 10: 曲数も録音時間も余裕があるのに [TRACK FULLJ 表示が出て、録音 
が止まるのはなぜ？ 

A 10: システム上の制約です。 

同じディスクで録音、消去を繰り返すと、1巧のデータび連続して記録されず、 
空いているところに分割して記録されることびあります。ミニディスクは、この 
よラな場合でを離れたデータをすばやく探し出し、順に再生します。ただし、分 
割したそれぞれのデータは曲の区切0 (1巧）と同じ扱いになり、データび全部 
で2,047個 （Hi-MD モードでお使いのディスクの場合）または254個 (MD 
モードでお使いのディスクの場合）になると、録音できなくな0ます。さ5に巧 
を追加するには、不要な曲を消して録音してください。 
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再生 


Q 1: 編集した曲を再をしなが5早送0、早戻しずると、音がとぎれるのはな 
ぜ？ 

A 1 :システム上の制約です。 M 

再生しなび5早送0、早戻しするときは通常より高速で再生するため、短い巧び D 
ディスク上のいろいろなところに点在していると、探すのに時間びかかり、音び知 
とぎれることがあ0ます。 ji 

Q 

編集 & 

Q 1: トラックマーク{曲香）が消せないのはなぜ？ 

A 1: 政下の場合はシステム上の制約により、トラックマークび消せません。 

• つなごラとする巧のデータびディスク上に分散し、それぞれのデータの長さ#び 
短いとさ、その巧のトラックマーク（巧番）を消して前の巧とつなぐことびでさ 
ない場合びあ0ます。 

* データの長さびなのよラな場合、曲をつなぐことびでさないことびあります。 

Hi-MD モード：リニア PCM で9砂切下、 Hi-SP で8秘切下、 Hi 丄 P で32砂 UTF の場合 
MD モード： SP で12砂切下、 LP2 で24砂 UTF、LP4 で48耿政下の場合 
• 異なる録音モード（例：リニア PCM と Hi-SP など）で録音された曲の間の卜 
ラックマークは消すことびでさません。 

Q 2: 巧を消しても、ディスクの録音できる残0時間が増えないのはなぜ？ 

A 2: システム上の制約です。 

ディスクの録音できる残り時間を表示するとき、。秒政下に P 録音時)、24秒切 
下 （LP2 録音時)、または48秒し处下 （LP4 録音時）の部分は無視します。このため 
短い曲を何巧消してち録音でをる残り時間び増えないことびあります。 

Q 3: ディスクに録音した時間と残り時間の合計が、最大録音可能時間 （60 
分、74分、80分）に一致しないのはなぜ？ 

A 3: システム上の制約です。 

通常、録音は SP 録音時で約2砂、 LP2 録音時で約4砂\ LP4 録音時で約8砂を最 
ル単位としてディスクに記録します。録音を止めたところでは、記録の最後の部 
分び実際には2秒 （4 秒または8秒）に満たない場合でを約2秒 （4 秒または8秒） 

分のスペースを使います。また、録音を止めた後再び録音を始めるとさには、録音 
を始めたところで約2秒 （4 秒または8砂）分のスペースを空けて記録を始めます。 
これは、録音を始めるときに誤って前の曲を消さないためです。このた故、実際に 
録音でをる時間は録音を止めるたびに、最大録音巧能時間よ0わ最大で6秒 （12 
砂または24砂）ずつ短<なります。 
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Q 4: グループちはどラやつて記録される？ { MD モードの場合のみ） 

A 4: MD モードでお使いの場合、グループ情報は「ディスク名」としてディスク名の記 
録領域に自動的に記録されます。具体的にはなのよ5な文字列び書き込まれます。 

0; Favorites//2-4; Rock//6-9; Pops// 

① @ ⑤ 


①ディスク名 

⑤ 2曲めか54曲めのグループ名： 「Rock」 

⑤6曲めか59曲めのグループ名： 「Pops」 

グループびあるディスクをグループ機能未対応機器で読み込むと、前記の文字列 
びそのまま「ディスク名」として表示されます。 

本機では、通甫はこの文字列は表示されませんび、ディスク名の編集中に 
T MARK ボタンを2巧た(上巧ずと、この文字列を表おすることびでを、グループ 
名を直接編集ずることびでさます。 


Q 5: 新しいグループを作れないのはなぜ？ （ MD モードの場合のみ) 


A 5: ディスク全体の入力文字数の合計びお限を超えたためかちしれません（システム 
上の制約)。 

A4 のとおり、グループ情報はディスク名の領域を使って巧われます。ディスク名 
とグループ名、曲名は同じ領域に記録され、最大文字数はすべての名前の合計で 
約1,700文字です。この文字数をおえた場合、グループ録音をしてち新しいグ 
ループは作成されません。 
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お問合せ窓口のご案内 

本機についてご不明な点や 技術的なご質問、故障と思われるときのご 相談については、下記 
のお問い合わせ先をご利巧<ださい。 

• ホームページで調べるには 与> パーソナルオーディオ • カスタマーヴポートへ 

(http://www.sony.co.jp/support-pa/) 

本機に関する最新サポート情報や、よくあるお問合せとその回答をご案内していまず。 

• 電話 ’FAX でのお問い合わせは下記の相談窓口へ 
(下記電話 ’FAX 番号） 

• お問い合わせの際は、なのことをお知らせください。 

♦セット本体に関するご質問時： 

• 型名： MZ - RH 1 

• 製造（シリアル）番号：別紙の「カスタマー登録のお願い」をご参照ください 
• ご相談内容：でさるだけ詳しく 
• お買い上げ年月曰 

♦付属のソフトウェアに関達するご質問時： 

• ソフトウェアのバージヨン： 

• お使いのパソコン（メーカー名/型名）： 

• パソコンにインストールされている 0 S 名： 

• ><モリ容量/八ードディスクの空去容量： 

• CD-ROM ドライブの型名/種類（外付けまたは内蔵）： 

• エラーメッセージ（エラー ><ッセージび表示された場合）： 


よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームページをご活用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 
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ポータスレミニディスクレコーダー 

MZ - RH 1 

T 18-1 日 01 A -3 


ここに保証書が入りまず 

Complete the film by inserting the warranty at this position . 

在此處插入保證書完成菲林。 

在化位置插人保证书な完成胶サ。 


Printed in Malaysia 




































